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No.No. １３２１３２６６

毎毎月月１１日日・・１１６６日発日発行行

５５．．１１６６

西尾市長選　西尾市長選挙挙・・西尾市議会議員一般選挙を下記の日程で行いま西尾市議会議員一般選挙を下記の日程で行いますす。。

有権者の皆さんは、ぜひ投票にお出掛けください有権者の皆さんは、ぜひ投票にお出掛けください。。

投票日投票日　５５月月２６２６日日掌掌

投票時間投票時間　午前７時～午後８午前７時～午後８時時（佐久島投票所は午前７時～午後７時（佐久島投票所は午前７時～午後７時））

◆期日前投◆期日前投票票

期間　期間　５月５月２０２０日日捷捷～～２５２５日日松松

時間　時間　午前８午前８時時３０３０分～午後８分～午後８時時

場所　場所　市役所本庁舎多目的市役所本庁舎多目的室室（１階）（１階）

問合先問合先　市選挙管理委員市選挙管理委員会会（（緯緯５４５４・・１４００１４００／総務課内）／総務課内）

第 １ ０ ９ 号　Ｐ１４～２７市議会だより



緯
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広広報報平平成成２２５５年年５５月月１１６６日日号号 ４４

　４月１日、行政相談委員として名倉武博氏（江原

町）、池田一清氏（一色町）、佐野修氏（東幡豆町）

が総務大臣から委嘱をされました。任期は２年です。

そのほかの行政相談員　山田由美子氏（熊味町）、

　榊原誠次氏（一色町）、木村敬子氏（吉良町）

●行政相談をご利用ください

　国の行政機関や特殊法人などが行う保険、年金、

税金、登記、生活衛生、消費者保護、窓口サービス

などの業務について、苦情や意見、要望、疑問など

の相談を聞

いて改善を

図ります。

市役所で毎

月１回、一

色支所・幡

豆支所・吉良町公民館は巡回で毎月１回開催してい

ますのでご利用ください。

問合先　市民課窓口担当（緯６５・２１０１）

行政相談委員に名倉氏、池田氏、佐野氏を委行政相談委員に名倉氏、池田氏、佐野氏を委嘱嘱

名倉武博氏
（江原町）

池田一清氏
（一色町）

佐野修氏
（東幡豆町）

　市では、地震被害から市民の生命と財産を保護す

ることを目的として、昭和５６年５月３１日以前に着工

した住宅（店舗等に供する部分の床面積が延べ面積

の２分の１未満の併用住宅を含む）の耐震診断や耐

震改修などの費用を補助します。

●木造住宅無料耐震診断

対象　２階建て以下の木造の一戸建て・長屋建て住

宅（貸家を含む）

募集戸数　 ３ ０ ０ 戸（先着順）

●非木造住宅耐震診断費補助

対象　木造以外の一戸建て住宅（貸家を含む）

募集戸数　３戸（先着順）

補助金額　８６，０００円以内

　※耐震診断に要する費用の３分の２。

●耐震改修費補助

対象　 ▼診断後の判定値 ０ ． ７ 未満の木造住宅につい

て、判定値を １ ． ０ 以上とする工事　 ▼診断後の判

定値 ０ ． ７ 以上 １ ． ０ 未満の木造住宅について、判定

値に ０ ． ３ を加算した数値以上とする工事　 ▼簡易

改修や小規模改修により、補助を受けた住宅につ

いて、判定値を １ ． ０ 以上とする２回目の工事

募集戸数　４０戸（先着順）

補助金額　９０万円以内（２回目の工事は６０万円以内）

　※耐震改修に要する費用。

その他　所得税・固定資産税の控除が受けられる場

合があります。

●簡易改修費補助

対象　診断後の判定値 ０ ． ７ 未満の木造住宅について、

判定値に ０ ． ３ を加算した数値以上かつ ０ ． ７ 以上と

する工事

募集戸数　５戸（先着順）

補助金額　３０万円以内

　※耐震改修に要する費用の２分の１。

●小規模改修費補助

対象　診断後の判定値 ０ ． ７ 未満の木造住宅の耐震性

向上に有効な工事や耐震シェルターの整備

募集戸数　５戸（先着順）

補助金額　１５万円以内

　※耐震改修に要する費用の２分の１。

●取り壊し費補助

対象　診断後の判定値 １ ． ０ 未満の木造住宅１棟（延

床面積３０㎡以上）の取り壊し工事

募集戸数　 １ ０ ０ 戸（先着順）

補助金額　２０万円以内

　※取り壊しに要する費用。

●ブロック塀等撤去費補助

対象　道路からの高さが１杓以上で、組積造の部分

が８０尺以上のコンクリートブロック塀等を撤去す

る工事

募集件数　２０件（先着順）

補助金額　１０万円以内

※撤去に要する費用の

２分の１。

◆共通事項

申込・問合先　申請書に必要事項を記入の上、直接

建築課建築担当（緯６５・２１４８）へ。申請書は同課、

各支所総務管理課に用意。市ホームページからも

ダウンロードできます。

耐震診断や耐震改修などの費用を補耐震診断や耐震改修などの費用を補助助
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　市では市民の健康障害を予防し、生活環境の保全

を図ることを目的として、吹き付けアスベスト（昭

和５０年以前に建築物の保温断熱の目的で使用されて

いた建材）などが施工されている恐れがある建築物

のアスベストの分析調査に要する費用を補助します。

対象　吹き付けアスベストなどが施工されている恐

れがある市内の民間建築物

募集棟数　３棟（先着順）

補助金額　２５万円以内

　※１棟当たりの分析調査に要する費用。

申込・問合先　申請書に必要事項を記入の上、直接

建築課建築担当（緯６５・２１４８）へ。申請書は同課、

各支所総務管理課に用意。市ホームページからも

ダウンロードできます。

アスベストの分析調査の費用を補アスベストの分析調査の費用を補助助

　市では、高齢者がいつまで

も住み慣れた地域で生活でき

るように、介護・福祉・医療

・健康などさまざまな面から

支援する拠点として、地域包

括支援センターを設置してい

ます。介護予防支援（要支援

１・２の方のケアプラン作成）

業務をはじめ、さまざまな相

談を受け付けています。相談

料は無料で、希望があれば自

宅にも訪問しますので、ぜひ

ご利用ください。

問合先　長寿課地域支援事業

担当（緯６５・２１２０）

地域包括支援センターをご利用くださ地域包括支援センターをご利用くださいい

連 絡 先名　  称　  と　  所　  在　  地担  当  地  区

緯５６・１０２１
地域包括支援センター社会福祉協議会
花ノ木町２丁目１（総合福祉センター内）

八ツ面小校区
三和小校区
室場小校区

緯５４・８９９８
地域包括支援センター中央
寄住町洲田１８（西尾老人保健施設内）

西尾小校区
花ノ木小校区

緯５５・７３７３
地域包括支援センターいずみ
和泉町２２（西尾病院隣）

平坂小校区
矢田小校区
中畑小校区

緯５５・３１５５
地域包括支援センター鶴城
桜町４丁目３１（米津老人保健施設内）

鶴城小校区
米津小校区
西野町小校区

緯６４・０００２
地域包括支援センターせんねん村
平口町大溝７７（特別養護老人ホームせんねん村内）

寺津小校区
福地南部小校区
福地北部小校区

緯７２・９６５４
一色町地域包括支援センター
一色町前野新田４８－３（一色老人福祉センター内）

一色地区

緯６２・６６７７
吉良幡豆地域包括支援センター
鳥羽町迎５３－２（特別養護老人ホームしはとの郷内）

吉良地区
幡豆地区

　約 ２ ，０ ０ ０ 株のハナショウブやアヤメ、カキツバタ、

スイレンなどが咲き誇るいきものふれあいの里にぜ

ひ、お越しください。

日時　６月９日掌　午前１０時～午後３時

　※小雨決行、荒天中止。

場所　いきものふれあいの里

内容など　 ▼オカリナ・大正琴の演奏…①午前１０時

２０分、②午後１時１０分　 ▼クラフトづくり（定員

５０人）、竹パンづくり（定員３０人）、ポン菓子・

綿菓子実演…①午前１０時５０分、②午後１時４０分

その他　①会場には自動販売機や売店がありません

ので、飲食物は各自でお持ちください　②駐車場

に限りがありますので、乗り合わせか公共交通機

関をご利用ください　③危険防止のため、サンダ

ル履きでの入場はご遠慮ください。

問合先　環境保全

課環境保全担当

（緯３４・８１１１／

クリーンセンタ

ー内）、いきも

のふれあいの里

（緯５２・０２６６）

市市制制６６００周年記念 里山ふれあいフェスティバ周年記念　里山ふれあいフェスティバルル
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　市国際交流協会では、高校生を姉妹都市であるニ

ュージーランド・ポリルア市に派遣する「西尾市姉

妹都市親善訪問団」の団員を募集します。この派遣

は、ポリルア市の中・高等学校への体験入学などを

通して、国際的な視野を広めていただくために行う

ものです。なお、ポリルア市での滞在はホームステ

イを予定しています。

対象　市内在住または在学の高校生。ただし、過去

に同訪問団や市の海外派遣事業に参加したことが

ある方を除く。

※参加者は市国際交流協会に入会していただき、

帰国後ホームステイの受け入れなど、協会の諸

活動に協力していただきます。

派遣期間　７月３０日昇～８月９日晶

募集人員　１０人

参加料　約１０万円（旅行費用と必要経費約２０万円の

うち、同協会から１０万円を助成）。ただし、傷害

保険、燃油特別付加運賃などは別途実費負担。

※参加料は例年のものを参考にしているため、今

後増減する可能性があります。

提出書類　

　①申込書（３か月以内に撮影した写真を貼付）　

②作文＝「ポリルア市訪問に期待すること（ ４ ０ ０ 

　字詰め原稿用紙で ６ ０ ０ ～ ８ ０ ０ 字）」

※申込書は同協会事務局と市内５高等学校に用意。

同協会のホームページからもダウンロードでき

ます。提出書類は返却しません。

選考方法　

　①一次審査＝作文など

　②一次審査合格者の中から公開抽選で決定します。

応募期間　５月２０日捷～３１日晶　午前８時３０分～午

後５時（必着）

応募方法　提出書類を直接または郵送で同協会事務

局（〒 ４ ４ ５ －８５０１住所不要／市民協働課内）へ。

代理人による申し込みもできます。

問合先　市国際交流協会事務局（緯６５・２１７８）

高校生姉妹都市親善訪問団員を募高校生姉妹都市親善訪問団員を募集集

▼コース名、健診場所など

申　込　方　法　な　ど費　 用健　診　内　容健　診　場　所コース名

▼指定医療機関…直接予約

▼集団健診会場…予約不要
無料

国保特定健診・後期高
齢者健診

指定医療機関または集団健
診会場（各保健センター、
ふれあいセンターなど）

基本健診
コース

受診月の申込開始日から電話で健康
管理センター（緯０１２０・９６７・６５７）へ。
受診券到着前でも予約可。申込開始
日は以下のとおり。

▼６月受診…５月２０日捷　 ▼７月受
診…６月１０日捷　 ▼８月受診…６月
１４日晶　 ▼９月受診…６月２０日昭　

▼１０月以降受診…６月２６日昌

男性＝２，０００円
女性＝２，５００円

国保特定健診・後期高
齢者健診＋がん検診

健康管理センター（西尾市
保健センター３階）

がん検診
追加コース

男性＝５，０００円
女性＝５，５００円

国保特定健診・後期高
齢者健診項目＋がん検
診＋追加検診

健康管理センター（西尾市
保健センター３階）

人間ドック
コース

　国民健康保険特定健康診査（国保特定健診）・後期

高齢者健康診査（後期高齢者健診）を６月（集団健診

は７月）から行います。対象者には受診券を５月末

に一斉発送します。ぜひ、受診してください。

対象　４０歳以上の国民健康保険加入者または後期高

齢者医療保険加入者

コース名や健診場所など　下記のとおり

その他　①６５歳以上の方（要支援・要介護認定者を

除く）は、介護予防のための介護予防チェックを

同時に実施します　②集団健診会場では、肺がん

・結核検診（胸部Ｘ線）を同時に実施します。ま

た、心電図や眼底検査も必要に応じて行っており、

一部のがん検診（一部有料。がん検診追加コース

とは別になります）を同時に行うこともできます。

問合先　 ▼国保特定健診…保険年金課国民健康保険

担当（緯６５・２１０３）　 ▼後期高齢者健診…保険年

金課医療担当（緯６５・２１０５）　 ▼介護予防チェッ

ク…長寿課地域支援事業担当（緯６５・２１２０）

国民健康保険特定健康診査・後期高齢国民健康保険特定健康診査・後期高齢者者健康診健康診査を行います査を行います
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共通事項　郵送での申し込みはできません。また、「母子福祉セン

ターガーデニング講座」と「ミュージックビデオを制作しよう！

講座」を除き、電話での申し込みもできません。代理人による申

し込みはできますが、原則１人につき１人（組）の申し込みとな

ります。申込者が少ないときは開講しない場合があります。

■受 受講料　■教 教材費（材料費）

講     師費   用定員内　　　容日　  　 時　  　 な　  　 ど講  座  名

新実真智子氏
■受 １，０００円
■教 ４，０００円

１６人
健康や長寿にちなんだ料理
を作ります

７月～１１月の毎月第２金曜日（８月は第５金
曜日）　全５回　午後１時３０分～３時３０分

生きがい大
学料理講座

対象　市内在住または在勤のおおむね５５歳以上の方

申込期間　５月２２日昌～６月１１日昇　午前９時～午

後８時３０分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接一色町公民館へ。申込期間内に定員

を超えた場合は抽選。

問合先　一色町公民館（緯７２・３４１１）

対象　市内在住または在学の小・中学生とその保護

者

申込期間　５月２２日昌～６月２日掌　午前９時～午

後８時３０分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接一色町公民館へ。申込期間内に定員

を超えた場合は抽選。定員に達しない場合は、申

込期間を過ぎても申し込み可。

問合先　一色町公民館（緯７２・３４１１）

講　 師費 用定員内　　　　容場    所日　　　　時講  座  名

岡田 速 氏
はやし

外山日出光氏
■受 ４００円１５組

①里の動植物・野鳥の観察。葉脈
の標本としおりを作ります
②浜辺や干潟の動植物・野鳥の観
察。流木で小物を作ります

①いきものふ
れあいの里
②一色さかな
広場など

①６月２３日掌　
午前９時３０分～午後２時４０分
②８月１１日掌
午前９時３０分～１１時５０分

子ども大学
特別講座
「自然観察」

講   師費   用定員内　　　　　容日   　 時   　 な   　 ど講   座   名

黒野克典氏
■受 １，６００円
■教 １，０００円

１０人
エクセルを使用し、表や関数を使い家
計簿などを作成します

６月１９日～８月７日の毎週水曜日
全８回　午後１時３０分～３時３０分

シニア向け
パソコン教室

対象　市内在住または在勤の５５歳以上の方

申込期間　５月２１日昇～３１日晶　午前９時～午後８

時３０分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接一色町公民館へ。申込期間内に定員

を超えた場合は抽選。定員に達しない場合は、申

込期間を過ぎても申し込み可。

問合先　一色町公民館（緯７２・３４１１）

一一一一一一一一一一色色色色色色色色色色町町町町町町町町町町公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民一色町公民館館館館館館館館館館館講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座講座

講　師費  用定員内　　　　　  容日  　時  　な  　ど講  座  名

文学部教授
沢井耐三氏

■受 １，２００円２０人
「源氏物語の世界」と題し、光源氏のエ
ピソードについて話を聞きます

７月６日～８月１０日の毎週土曜日
全６回　午後２時～３時３０分

愛知大学オー
プンカレッジ

対象　１６歳以上の方。市内在住、在勤または在学の

方を優先。

申込期間　５月２１日昇～６月２日掌　午前９時～午

　後８時３０分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接吉良町公民館へ。申込期間内に定員

を超えた場合は抽選。

問合先　吉良町公民館（緯３２・２１５１）

吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉良良良良良良良良良良町町町町町町町町町町公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館講講講講講講講講講講吉良町公民館講座座座座座座座座座座座

ちちちちちちちちちちびびびびびびびびびびっっっっっっっっっっ子子子子子子子子子子科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学ススススススススススククククククククククーーーーーーーーーーちびっ子科学スクールルルルルルルルルルル

講　師費 　用定員内　　　　容場　所日　　時講  座  名

野口富雄氏
■受 １組２００円
■教 お子さん１人
につき２００円

１０組
銅やろうそく、紙パックを使い、蒸気
で進む船を作り実験をします

幡豆ふれあ
いセンター

６月２９日松　午前９
時３０分～１１時３０分

ポンポン船
を作ろう！

対象　市内在住の小学生とその保護者

申込期間　５月２１日昇～６月９日掌　午前９時～午

後９時。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接幡豆公民館へ。申込期間内に定員を

超えた場合は抽選。

問合先　幡豆公民館（緯６３・０１３０）



広広報報平成２５年５月１６日号 ８

費  用定員内　　　　　　　 容場　　所日 　時 　な 　ど

■教 １０，０００円１０人
露地野菜を中心に、農作物栽培の基本知識と技術を習
得します

ＪＡ西三河野々宮セ
ンター（野々宮町）

７月～２６年６月の毎月３
～４回　金曜日の午前

対象　市内在住で、農業に関心がある６５歳未満の方

申込期限　５月２８日昇　午後５時

申込方法　申込書に必要事項を記入の上、直接農林

水 産 課 農 畜 産 担 当 ま た は Ｊ Ａ 西 三 河 営農 企 画 課

（ＪＡ西三河本店内／寄住町）へ。申込書は同所

に用意。

問合先　農林水産課農畜産担当（緯６５・２１３６）また

はＪＡ西三河営農企画課（緯５６・５２７４）

ににににににににににししししししししししおおおおおおおおおお農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業にしお農業塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾

講　　　師費  用定員内　　      　容場　   所日　時　な　ど

モーション・ビジュアル
・ジャパン代表取締役　
柵木 志 氏

あつし

■受 １，０００円
■教 ５００ 円

２０人
ミュージックビデオ作成を通じて
映像制作のノウハウを楽しく学び
ます

西野町ふれあい
センター

６月１５日～８月２４日の
毎回土曜日　全１０回　
午後２時～４時

対象　どなたでも参加できます

申込期間　５月２４日晶午前９時～６月１３日昭午後５

　時。ただし、月曜日を除く。

申込・問合先　直接または電話で文化振興課庶務担

当（緯５６・６６６０／岩瀬文庫内）へ。先着順。

ミミミミミミミミミミュュュュュュュュュューーーーーーーーーージジジジジジジジジジッッッッッッッッッッククククククククククビビビビビビビビビビデデデデデデデデデデオオオオオオオオオオをををををををををを制制制制制制制制制制作作作作作作作作作作ししししししししししよよよよよよよよよよううううううううううミュージックビデオを制作しよう！！！！！！！！！！！講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座

講　師費　  用定員内　　　容場　　　　所日　 　時

成田典代氏■教 ２，５００円程度１５人
涼しげな夏の寄せ植えを楽し
みます

総合福祉センター創作室（２階）
６月１６日掌
午後１時３０分～３時

対象　市内在住の母子家庭の親

申込期間　５月２２日昌～３１日晶　午前９時～午後５

　時

申込・問合先　直接または電話で市社会福祉協議会

（緯５６・５９００／総合福祉センター内）へ。先着順。

母母母母母母母母母母子子子子子子子子子子福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー母子福祉センター ガガガガガガガガガガーーーーーーーーーーデデデデデデデデデデニニニニニニニニニニンンンンンンンンンンググググググググググガーデニング講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座講座

講　師費  用定員内　　　容日　　時　　・　　場　　所　　な　　ど

安井末治氏
■受 ４００円
■教 ５００円

１５人
グラウンドゴルフの基礎を
講義と実技で学びます

▲

講義…６月１１日昇　午後１時３０分～３時３０分　総合福祉セン
ター技能習得室（４階）　

▲

実技…６月１８日昇　午後１時３０分
～３時３０分　グラウンドゴルフ２３（岡島町）

対象　市内在住の６０歳以上の方。初心者を優先。

申込期間　５月２２日昌～２８日昇　午前９時～午後５

時

申込方法　直接市社会福祉協議会（総合福祉センタ

ー内）へ。先着順。ただし、申込開始時に定員を

超えた場合は抽選。

問合先　市社会福祉協議会（緯５６・５９００）

老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー老人福祉センター ググググググググググララララララララララウウウウウウウウウウンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴルルルルルルルルルルフフフフフフフフフフ講講講講講講講講講講グラウンドゴルフ講座座座座座座座座座座座

講　師費  用定員内　　           　容日 　　　時講 　座 　名

金澤圭子氏
■受 ２００円
■教 ３，０００円

２０人
季節の花を組み合わせ、花いっぱいの
寄せ植えを作ります

６月１日松
午後１時３０分～３時３０分

①花いっぱいのコンテ
ナガーデン

金澤圭子氏
■受 ２００円
■教 ３，０００円

１０組
ガラスの容器にカラーサンドで模様を
描き、植物を植えます

６月８日松
午後１時３０分～３時３０分

②親子でサンドアート
して楽しむ室内飾り

対象　

▲

講座①…市内在住または在勤の方　

▲

講座

　②…市内在住の小・中学生とその保護者

申込期間　５月２２日昌午前１０時～２８日昇午後９時。

ただし、月曜日を除く。

申込方法　受講料を持参の上、直接福地ふれあいセ

ンターへ。先着順。ただし、申込開始時に定員を

超えた場合はその場で抽選。

問合先　福地ふれあいセンター（緯 ５４・８９００）

福福福福福福福福福福地地地地地地地地地地ふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれああああああああああいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタ福地ふれあいセンターーーーーーーーーーー講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座



　
佐
久
島
の
ア
マ
モ
移
植
活
動

日
時
　
６
月
９
日
掌
　
午
前
　
時
１０

　
分
３０

場
所
　
大
浦
湾
（
佐
久
島
中
学
校

前
）

内
容
　
ア
マ
モ
の
苗
を
ポ
ッ
ト
に

移
し
、
海
に
定
植
さ
せ
る
簡
単

な
作
業
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
１
０
０
人

申
込
方
法
　
５
月
　
日
昌
～
６
月

２２

２
日
掌
に
、
電
話
で
弁
天
サ
ロ

ン
（
緯
　
・
２
０
０
１
）
へ
。

７８

た
だ
し
、
月
曜
日
を
除
く
。

問
合
先
　
佐
久
島
振
興
課
離
島
振

興
・
渡
船
担
当
（
緯
　
・
９
６

７２

０
７
／
一
色
支
所
内
）

　
天
体
観
望
会

　
太
陽
の
黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
、

月
、
水
星
、
金
星
、
木
星
、
土
星
、

星
団
、
二
重
星
な
ど
が
観
察
で
き

ま
す
。

日
時
　
６
月
１
日
松
・
　
日
松
　

１５

▼
太
陽
観
望
会
…
午
後
２
時
～

４
時
　
▼
夜
間
観
望
会
…
午
後

７
時
～
８
時
　
分
３０

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
①
事
前
申
し
込
み
は
不

要
　
②
夜
間
観
望
会
に
中
学
生

以
下
の
お
子
さ
ん
が
参
加
す
る

場
合
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
　
③
悪
天
候
の
場

合
は
中
止
し
ま
す
。
曇
天
な
ど
、

不
明
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
先
　
寺
津
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
１
１
７
７
）

５８

　
第
　
回
諸
流
総
合
い
け
花
展

４２

日
時
　
６
月
１
日
松
・
２
日
掌
　

午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

場
所
　
文
化
会
館

出
瓶
流
派
　
頼

成
会
、
真
生

流
、
池
坊
、

石
田
流
、
彩
生
会
、
専
正
池
坊

入
場
料
　
無
料

●
呈
茶
席

日
時
　
６
月
１
日
松
　
午
前
　
時
１０

～
午
後
３
時
　
分
、
２
日
掌
　

３０

午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

呈
茶
券
　
前
売
り
＝
３
０
０
円
、

当
日
＝
４
０
０
円

※
前
売
り
呈
茶
券
は
西
尾
文
化

協
会
事
務
局
で
販
売
中
。

問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会
（
緯
　５６

・
５
７
５
７
／
文
化
会
館
内
）

　
教
科
書
展
示
会

　
教
科
書
に
対
し
て
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
の
教
科
書
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

期
間
　
６
月
　
日
昇
～
７
月
５
日

１１

晶
。
た
だ
し
、
月
曜
日
と
６
月

　
日
昭
を
除
く
。

２０
場
所
　
西
尾
教
科
書
セ
ン
タ
ー

（
西
尾
市
立
図
書
館
２
階
）

問
合
先
　
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）

５６
　
図
書
館
の
２
０
１
０
年
分

　
雑
誌
を
無
料
配
布
し
ま
す

対
象
　
小
学
生
以
上
の
方

日
時
　
５
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

２６

～
午
後
３
時

場
所
　
西
尾
市
立
図
書
館
会
議
室

（
３
階
）

配
布
雑
誌
　
「
き
ょ
う
の
健
康
」

な
ど
約
２
３
０
誌

配
布
冊
数
　
１
人
５
冊
ま
で
（
同

じ
タ
イ
ト
ル
の
雑
誌
は
３
冊
ま

で
）

問
合
先
　
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）

５６ 図
書
館
の
２
０
１
０
年
分

雑
誌
を
無
料
配
布
し
ま
す

佐
久
島
の
ア
マ
モ
移
植
活
動

９ 平成２５年５月１６日号広報

●三州芸能文化交流会　芸能祭
　バラエティーに富んだ団体が共演します。
日時　６月９日掌　午前９時３０分開場、１０時開演
場所　文化会館大ホール
定員　 １ ，２ ０ ０ 人（先着順。事前申し込みは不要）
入場料　無料
その他　終了後にお楽しみ抽選会があります。
問合先　三州芸能文化交流会（緯５４・３４１４）
●映画は人生のスパイス　「フラガール」上映会
対象　小学生以上。ただし、小学生は保護者同伴。
日時　６月１６日掌　午後１時開場、２時開演
場所　一色健康センター
定員　 ２ ０ ０ 人（先着順）
入場料　 ５ ０ ０ 円（全席自由。前売り券のみ）
入場券販売場所　グリーン・グラス、鈴木書店
問合先　シネクラブ一色座　大嶋（緯７２・２５１４）

●市民手作りイベント
　歌謡ライブや吾妻屋台村で、皆さんと楽しいひと
ときを共有します。
日時　６月２２日松　午後６時～９時
場所　六万石ギャラリー（吾妻町）
定員　 １ ５ ０ 人（先着順。事前申し込みが必要）
費用　 ７ ０ ０ 円（中学生以下のお子さんは ３ ０ ０ 円）
申込・問合先　直接または電話で、六万石ギャラリ
ー　天野（緯７７・０２５２）へ。
●ローズバレエ２０１３　バレエ・コンサート
　クラシックバレエをお楽しみください。
日時　６月３０日掌　午後１時３０分開場、２時開演
場所　文化会館大ホール
定員　 １ ，２ ０ ０ 人（先着順。事前申し込みは不要）
入場料　無料
問合先　ローズバレエ・スタジオ（緯３５・３４０４）

市制 ６ ０ 周年記念

市民公募事市民公募事業業６月６月のイベントのイベント
記念事業全体に関する問合先　企画政策課企画担当（緯６５・２１５４）

天
体
観
望
会

教
科
書
展
示
会

市
制
　
周
年
記
念

６０

第
　
回
諸
流
総
合
い
け
花
展
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い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

　
６
月
の
催
し

●
水
辺
観
察
会
　
田
ん
ぼ
や
小
川

の
生
き
物
を
観
察
し
よ
う

日
時
　
６
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１６

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

内
容
　
田
ん
ぼ
や
小
川
な
ど
に
、

ど
の
よ
う
な
生
き
物
が
生
息
し

て
い
る
か
を
触
れ
な
が
ら
学
び

ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

参
加
料
　
無
料

講
師
　
神
本
晃
氏

持
ち
物
な
ど
　
筆
記
用
具
、
作
業

の
で
き
る
服
装
、
作
業
用
手
袋

な
ど

申
込
開
始
日
　
６
月
２
日
掌

●
き
の
こ
観
察
会

　
梅
雨
期
の
キ
ノ
コ
を
探
そ
う

日
時
　
６
月
　
日
松
　
午
前
９
時

２２

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

内
容
　
里
山
の
自
然
に
生
え
る
梅

雨
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ノ
コ
を

観
察
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

４０

講
師
　
中
條
長
昭
氏

持
ち
物
な
ど
　
筆
記
用
具
、
手
袋
、

動
き
や
す
い
服
装
な
ど

申
込
開
始
日
　
６
月
８
日
松

◆
共
通
事
項

参
加
料
　
無
料

集
合
場
所
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
（
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

内
）

申
込
・
問
合
先
　
電
話
で
ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
２

５２

６
６
）
へ
。

そ
の
他
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
参
加
す
る
場
合
は
保
護
者

同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
発
酵
食
品
を
使
っ
た
料
理
教
室

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
６
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１２

１０

～
午
後
１
時
　

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
栄

養
指
導
室

内
容
　
身
体
の
免
疫
力
を
高
め
る

と
い
わ
れ
る
発
酵
食
品
を
上
手

に
使
用
し
て
、
健
康
メ
ニ
ュ
ー

を
作
り
ま
す
。
　
　
　
　

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
５
０
０
円
　

講
師
・
実
施
団
体
　
西
尾
市
食
生

活
改
善
ク
ラ
ブ
　

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
昭
午

２３

前
９
時
か
ら
電
話
で
西
尾
市
保

健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６

５７

１
）
へ
。

　
形
原
あ
じ
さ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
６
月
　
日
晶
　
午
前
９
時

１４

　
分
集
合
、
午
後
２
時
　
分
頃

３０

３０

帰
着

　
※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

集
合
場
所
　
名
鉄
吉
良
吉
田
駅

内
容
　
名
鉄
形
原
駅
か
ら
蒲
郡
市

の
「
形
原
温
泉
　
あ
じ
さ
い
の

里
」
ま
で
歩
き
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

費
用
　
２
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
）

　
※
交
通
費
は
自
己
負
担
。

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
・
万
歩

計
（
持
っ
て
い
る
方
の
み)

 

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
き
ら
き
ら
万
歩
会

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
昌
～

２２

　
日
晶
に
電
話
で
吉
良
保
健
セ

３１ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）へ
。

３２

　
き
ゅ
う
り
の
キ
ム
チ
作
り
と

　
き
ゅ
う
り
の
佃
煮
作
り

対
象
　
市
内
在
住
の
方
　

日
時
　
６
月
　
日
晶
　
午
後
１
時

２１

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
地
元
の
き
ゅ
う
り
を
使
っ

た
キ
ム
チ
と
冷
凍
保
存
で
き
る

佃
煮
を
作
り
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２５

費
用
　
４
０
０
円

講
師
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
　
　

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
布
巾

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
地
産
地
消
ク
ッ
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
昌
か

２２

ら
電
話
で
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
３
０
０
１
）
へ
。

３２

　
　
ス
ポ
ー
ツ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

小
・
中
学
生
選
手
の
募
集

　
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で

は
、
小
学
生
対
象
の
ミ
ニ
バ
ス
チ

ー
ム
と
、
中
学
生
対
象
の
ジ
ュ
ニ

ア
チ
ー
ム
の
選
手
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
（
緯
　
・
１
１
７
７
）
、

３５

ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当
（
緯
　５４

・
０
０
０
２
／
総
合
体
育
館
内
）

　
第
　
回
市
民
体
育
大
会
軟

５９

　
式
野
球
競
技
の
部
抽
選
会

　
市
野
球
協
会
で
は
、
第
　
回
市

５９

民
体
育
大
会
軟
式
野
球
競
技
の
部

に
参
加
を
希
望
す
る
一
般
の
チ
ー

ム
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
希
望
す

る
チ
ー
ム
は
、
抽
選
会
に
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
９
日
掌
　
午
後
６
時

受
け
付
け
開
始
、
６
時
　
分
抽

３０

選
場
所
　
中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
義
室
（
３
階
）

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

　
※
抽
選
会
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

問
合
先
　
市
野
球
協
会
事
務
局
　

稲
垣
（
緯
０
８
０
・
２
６
６
８

・
８
５
１
５
）
、
市
体
育
協
会

事
務
局
（
緯
　
・
０
０
０
２
／

５４

総
合
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

広広報報平成２５年５月１６日号 １１００

発
酵
食
品
を
使
っ
た
料
理
教
室

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

６
月
の
催
し

▼開館時間…午前９時～午後５時　

▼休館日…月曜日。月曜日が祝日の

場合は火曜日も休館　 ▼入場料…無

料　 ▼申込方法…利用する週の月の

６か月前の月始めから直接岩瀬文庫

へ。先着順。電話での申し込み不可。

▼その他…上記の内容は出展者の都

合により変更する場合があります。

期   間 ・ イ   ベ   ン   ト   名

５月２１日昇午後１時～２６日掌午後３
時…たま子おばあちゃんの作品展

５月２９日昌午前９時～６月２日掌午
後４時…絵画展

６月４日昇正午～９日掌午後３時…
野菊会作品展

６月１１日昇午前１０時～１６日掌午後４
時…哉彩　俳画作品展

問合先　文化振興課庶務担当
（緯５６・６６６０／岩瀬文庫内）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

小
・
中
学
生
選
手
の
募
集

き
ゅ
う
り
の
キ
ム
チ
作
り

と
き
ゅ
う
り
の
佃
煮
作
り

形
原
あ
じ
さ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

第
　
回
市
民
体
育
大
会
軟

59
式
野
球
競
技
の
部
抽
選
会



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

　
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
登
録
団
体
を
募
集

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
募
集

　
入
団
希
望
者
は
各
登
録
団
体
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
　
小
学
生
以
上
の
方

登
録
団
体
問
合
先

▼
西
尾
空
手
道
…
小
村
（
緯
　５４

・
３
２
６
８
）

▼
西
尾
な
ぎ
な
た
…
小
林
（
緯

　
・
３
６
４
８
）

５７
▼
吉
良
空
手
道
…
杉
浦
（
緯
　３５

・
３
１
３
４
）

▼
西
尾
花
ノ
木
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

…
三
枝
（
緯
　
・
９
５
９
３
）

５６

▼
松
涛
連
盟
西
尾
空
手
道
…
塚

田
（
緯
　
・
３
４
７
３
）

５９

▼
総
合
武
道
大
道
塾
西
尾
…
榎

並
（
緯
０
５
６
４
・
　
・
５

４３

６
２
３
）

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
登
録
団
体

募
集

チ
ー
ム
員
の
構
成
　
小
学
生
以
上

の
方
　
人
以
上
と
、
成
人
指
導

１０

者
１
人
以
上

年
間
登
録
料
　
団
員
５
０
０
円
、

指
導
者
１
４
０
０
円

登
録
有
効
期
間
　
認
定
日
か
ら
　２６

年
３
月
　
日
ま
で

３１

そ
の
他
　
前
年
度
に
登
録
さ
れ
て

い
る
団
体
も
改
め
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

登
録
・
問
合
先
　
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
　
日
２８

晶
ま
で
に
直
接
市
体
育
協
会
事

務
局
（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総

５４

合
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）
へ
。

申
請
書
は
総
合
体
育
館
に
用
意
。

　
　
福
祉

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
研
修
会

　
「
乳
幼
児
期
の
食
生
活
」

　
乳
幼
児
期
の
成
長
に
合
わ
せ
た

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
や
料
理
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

対
象
　
乳
幼
児
と
関
わ
り
の
あ
る

方
日
時
　
６
月
　
日
昇
　
午
前
９
時

１８

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理

実
習
室
（
２
階
）

内
容
　
発
育
段

階
に
お
い
て

の
食
事
バ
ラ

ン
ス
、
食
生

活
の
問
題
点

に
つ
い
て
の

講
話
と
、
調

理
の
実
演
と
試
食
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

費
用
　
無
料

講
師
　
管
理
栄
養
士
　
畔
柳
紀
子

氏

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
昌
か

２２

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
（
緯
　
・
５
０
０
７
／
総
合

５７

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

そ
の
他
　
託
児
が
で
き
ま
す
（
　１５

人
ま
で
）。６
月
　
日
昇
ま
で
に

１１

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
第
２
期
西
尾
市
特
定
健
康

　
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定

　
市
で
は
、
第
２
期
西
尾
市
特
定

健
康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
生
活
習

慣
病
予
防
に
着
目
し
た
特
定
健
康

診
査
等
の
実
施
に
関
す
る
目
標
や
、

有
効
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

閲
覧
場
所
　
保
険
年
金
課
、
市
役

所
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
１
階
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
担
当
（
緯
　
・
２
１
０
３
）

６５

　
国
民
健
康
保
険
　
こ
ん
な

　
と
き
は
必
ず
届
け
出
を

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
新
た

に
発
生
し
た
り
、
資
格
要
件
が
変

わ
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
は
　
日
１４

以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
以
内
に
届
け
出
を
し
な
か
っ

１４た
場
合
は
、
医
療
費
が
全
額
自
己

負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
必
要
な
場
合

●
国
民
健
康
保
険
に
入
る
と
き

・
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き

た
と
き

・
今
ま
で
入
っ
て
い
た
健
康
保

険
を
や
め
た
と
き

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

●
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き

・
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

・
他
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と

き
・
死
亡
し
た
と
き

●
そ
の
他

・
住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変

わ
っ
た
と
き

問
合
先
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
担
当
（
緯
　
・
２
１
０
３
）

６５

　
国
民
健
康
保
険
退
職
者
医
療
制
度

　
現
在
　
歳
未
満
で
国
民
健
康
保

６５

険
に
加
入
し
、
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
の
中
で
、
次
の
条
件
に
該

当
す
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
は
、

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
ま
す

の
で
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
す
で
に
退
職
被
保

険
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
届
け

出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
　
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組

合
な
ど
か
ら
老
齢
（
退
職
）年
金

を
受
け
て
い
て
、
加
入
期
間
が

　
年
以
上
、
ま
た
は
　
歳
以
後

２０

４０

の
期
間
が
　
年
以
上
あ
る
方

１０

届
け
出
期
限
　
年
金
証
書
を
受
け

取
っ
て
か
ら
　
日
以
内

１４

持
ち
物
　
年
金
証
書
、
印
鑑
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

そ
の
他
　
扶
養
家
族
は
、
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
に
加
入
予
定
の
方
で
、

退
職
医
療
制
度
に
該
当
す
る
場

合
は
、
加
入
時
に
年
金
証
書
等

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
合
先
　
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
担
当
（
緯
　
・
６５

２
１
０
３
）

　
　
募
集

　
市
国
際
交
流
協
会

　
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

対
象
　
国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る

方
。
未
経
験
者
も
可
。

日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
午
前
９
時

　
分
～
正
午
、
ま
た
は
毎
週
木

３０曜
日
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１１

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
市
国
際
交
流
協
会
の
会

員
（
年
会
費
２
０
０
０
円
）に
な

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先
　
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
緯
　
・
２
１
７
８
／
市
民

６５

協
働
課
内
）

１１ 平成２５年５月１６日号広報

国
民
健
康
保
険
　
こ
ん
な

と
き
は
必
ず
届
け
出
を

市
国
際
交
流
協
会

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

国
民
健
康
保
険
退
職
者
医
療
制
度

第
２
期
西
尾
市
特
定
健
康

診
査
等
実
施
計
画
を
策
定

フ
ァ
ミ
サ
ポ
研
修
会

「
乳
幼
児
期
の
食
生
活
」

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

登
録
団
体
を
募
集



　
夏
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

　
入
会
児
童
募
集

対
象
　
保
護
者
お
よ
び
同
居
の
親

族
が
就
労
な
ど
に
よ
り
保
育
が

で
き
な
い
小
学
１
～
３
年
生
の

児
童
で
、
夏
休
み
期
間
の
利
用

を
希
望
す
る
方

※
夏
休
み
期
間
は
、
７
月
　
日
２２

捷
～
８
月
　
日
松
で
す
。

３１

保
育
時
間
　
午
前
８
時
か
ら
午
後

６
時
　
分
ま
で
の
間
で
、
保
護

３０

者
な
ど
の
就
労
状
況
に
応
じ
て

必
要
と
す
る
時
間
。
た
だ
し
、

午
後
６
時
か
ら
６
時
　
分
ま
で

３０

は
延
長
保
育
と
な
り
ま
す
。

保
育
料
　
１
万
７
０
０
０
円

※
お
や
つ
代
１
５
０
０
円
と
延

長
保
育
は
別
料
金
。

申
込
方
法
　
６
月
７
日
晶
ま
で
に
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
就
労
証
明
書
な
ど
の
必
要

書
類
を
添
え
て
、
直
接
各
児
童

ク
ラ
ブ
ま
た
は
子
育
て
支
援
課

こ
ど
も
福
祉
担
当
へ
。
申
請
書

は
同
ク
ラ
ブ
や
同
課
に
用
意
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他
　
就
労
状
況
や
家
庭
状
況

に
よ
り
入
会
で
き
な
い
こ
と
や
、

定
員
な
ど
の
状
況
に
よ
り
希
望

に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

夏
休
み
以
降
の
長
期
休
暇
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
募

集
し
ま
す
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も

福
祉
担
当
（
緯
　
・
２
１
０
８
）

６５

　
七
夕
展
へ
の
出
展
作
品
募
集

　
寺
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

７
月
６
日
松
・
７
日
掌
に
「
七
夕

展
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
七
夕
や
星
を
テ
ー
マ
と
し
た

写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
絵
画
、
工
作

な
ど
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

（
七
夕
や
星

に
ち
な
ん
で

い
な
い
作
品

で
も
構
い
ま

せ
ん
）

募
集
期
間
　
５
月
　
日
晶
～
６
月

２４

　
日
晶
　
午
前
９
時
～
午
後
９

２１時
。
た
だ
し
、
月
曜
日
を
除
く
。

展
示
日
時
　
７
月
６
日
松
　
午
前

９
時
～
午
後
８
時
　
分
、
７
日

３０

掌
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
作
品
の
搬
入
は
、
７
月
３
日

昌
・
４
日
昭
午
前
９
時
～
午

後
８
時
で
す
。

申
込
・
問
合
先
　
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
寺

津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
緯
　５８

・
１
１
７
７
）
へ
。

　
竹
林
の
整
備
地
を
募
集

　
市
で
は
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く

り
事
業
」
に
よ
り
、
市
内
の
竹
林

を
整
備
し
、
地
域
の
里
山
林
が
健

全
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
そ
こ

で
、
事
業
地

を
選
定
す
る

た
め
、
整
備

候
補
地
を
募

集
し
ま
す
。

事
業
内
容
　

竹
の
繁
茂

に
よ
り
荒
廃
し
た
竹
林
を
間
伐

し
、
健
全
な
状
態
に
し
ま
す
。

整
備
費
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
整
備
し
た
場
所
を
　２０

年
間
自
己
管
理
し
、
開
発
等
が

で
き
な
い
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先
　
６
月
　
日
晶
ま

１４

で
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
整
備
希
望
場
所
を
記
入
の

上
、
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
農
林
水
産

課
林
務
担
当
（
緯
　
・
２
１
３

６５

５
／
胃
　
・
１
３
２
２
／
死
 

no  
  

５７

u
su
i@
c
ity
.n
ish
io
.l

　
 
    
    
        
    
      
    
    

g
.jp         

 ）
へ
。

　
　
そ
の
他

　
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す
か

　
市
内
に
は
、
　
人
の
人
権
擁
護

２０

委
員
が
お
り
、
い
じ
め
や
差
別
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
日
常
生
活
に
お

け
る
悩
み
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
相

談
や
啓
発
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　
６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

期
日
と
場
所

▼
６
月
１
日
松
…
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
６
月
７
日
晶
…
一
色
支
所
第

１
会
議
室
、
吉
良
町
公
民
館

会
議
室
２
、
幡
豆
い
き
い
き

セ
ン
タ
ー

開
設
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４

３０

時
。
（
受
け
付
け
は
午
後
３
時

　
分
ま
で
）

３０
問
合
先
　
市
民
課
窓
口
担
当
（
緯

　
・
２
１
０
１
）

６５
　
ご
み
散
乱
防
止
市
民
行
動
週
間

　
市
で
は
、
市
内
の
環
境
を
美
化

し
て
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
毎
年
５
月
　
日
か
ら
６
月
５

３０

日
ま
で
を
「
ご
み
散
乱
防
止
市
民

行
動
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
自

宅
の
周
り
や
町
内
で
の
一
斉
清
掃

な
ど
を
行
い
、
ご
み
の
な
い
快
適

な
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
次
の
と
お
り
施
設
を

開
場
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
家
庭
系
ご
み
は
１
０
０
㎏

ま
で
無
料
で
処
分
で
き
ま
す
。

▼
６
月
１
日
松
・
２
日
掌
…
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
８
１

３４

１
２
）
、
平
原
地
区
最
終
処
分

場
（
緯
　
・
２
１
０
６
）

５２

▼
６
月
２
日
掌
…
吉
良
地
区
最
終

処
分
場
（
緯
　
・
３
６
３
６
）

３２

問
合
先
　
ご
み
減
量
課
ご
み
減
量

担
当
（
緯
　
・
２
１
８
３
／
水

６５

道
庁
舎
内
）

　
歴
史
公
園
駐
車
場
の
利
用

　
を
制
限
し
ま
す

　
西
尾
城
二
之
丸
跡
地
整
備
工
事

に
伴
い
、
歴
史
公
園
駐
車
場
の
利

用
を
制
限
し
ま
す
。
歴
史
公
園
駐

車
場
が
満
車
の
場
合
は
、
尚
古
荘

ま
た
は
文
化
会
館
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

制
限
開
始
日
　
５
月
　
日
昇

２１

制
限
内
容

①
北
側
乗
り
入
れ
口
を
封
鎖
し

ま
す
。

②
駐
車
台
数
が
　
台
か
ら
　
台

５１

３０

と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
　
詳
し
く
は
歴
史
公
園
駐

車
場
に
掲
示
し
ま
す
。
　
月
以

１０

降
の
利
用
制
限
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

広広報報平成２５年５月１６日号 １１２２

夏
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
児
童
募
集

歴
史
公
園
駐
車
場
の
利
用

を
制
限
し
ま
す

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

七
夕
展
へ
の
出
展
作
品
募
集

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

ご
み
散
乱
防
止
市
民
行
動
週
間

竹
林
の
整
備
地
を
募
集
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日本の名橋　完全名鑑

　全国にある機能的

な橋や風情のある橋

などが美しいカラー

写真で紹介されてい

ます。基礎知識をは

じめ、橋に関するあ

りとあらゆることが

この１冊で分かりま

す。

２６

全館共通　３日捷・１０日捷・１７日捷・２４日捷
各館　西尾市立図書館（緯５６・６２００）…２０日昭
　　　一色学びの館（緯７２・３８８０）…なし
　　　吉良図書館（緯３２・３４００）…なし
　　　幡豆図書館（緯６２・６５８８）…なし

６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののの
休休休休休休休休休休休休休休館館館館館館館館館館館館館館休館日日日日日日日日日日日日日日日

タ　イ　ト　ル日　　時対　象館　名

たこやきマントマン３８日松　午前１１時小学生以下

西尾市立図書館
魔法にかけられて８日松　午後２時３０分中学生以上

ピーターパン、白鳥のみずうみ ほか２２日松　午前１１時小学生以下

ふるさとをください２２日松　午後２時３０分中学生以上

千の風になって２２日松　午前１０時中学生以上
一色学びの館

ミッキーマウス①プルートの誕生祝い ほか２２日松　午後２時小学生以下

クマのミナクロと公平じいさん１５日松　午後１時３０分小学生以下
吉良図書館

クニ子おばばと不思議の森１５日松　午後２時３０分中学生以上

チルビー「あしなが」 ほか１日松　午前１１時小学生以下
幡豆図書館

９９歳の詩人柴田トヨ１日松　午後２時中学生以上

日　　　時対  象団　体　名　な　ど

▼西尾市立図書館

１日松　午前１１時園児・小学生おはなし会きらら

１１日昇・２５日昇　午前１０時３０分０～４歳児おはなしドキドキ

毎週水曜日　午後３時３０分どなたでも水曜おはなし会

１３日昭・２７日昭　午後３時３０分０～２歳児よちよちさんのおはなし会

７日晶・２１日晶　午前１０時３０分０～３歳児ピヨピヨおはなし会

１５日松　午後３時園児・小学生鶴城中学ボランティアーズ

▼一色学びの館

１日松・８日松　午前１０時３０分
１５日松　午後３時

園児・小学生土曜日のおはなし会

１３日昭　午前１１時２～３歳児めそっこランド

２０日昭　午前１１時０～１歳児ラッコランド

日　　　時対  象団　体　名　な　ど

▼吉良図書館

５日昌・１９日昌　午前１０時３０分０～４歳児おはなしキラキラ

１２日昌・２６日昌　午前１０時３０分２～４歳児ひよこランド

２日掌　午前１０時３０分園児・小学生よみきかせ会

１９日昌　午後４時３０分園児・小学生おはなしくるりん

８日松　午前１０時３０分園児・小学生土曜お話し会

▼幡豆図書館

９日掌・２３日掌　午前１０時３０分園児・小学生幡豆よみきかせの会

２５日昇　午前１０時４５分０～１歳児いちごおはなし会

４日昇　午前１０時４５分２～３歳児おはなしぴょーん

１５日松　午前１１時園児以上はずっこおはなし会

　
佐
久
島
西
地
区
の
黒
壁
の
路
地

を
抜
け
た
先
に
あ
る
石
垣
（
し
が

け
）
海
岸
の
波
打
ち
際
に
そ
び
え

る
、
ち
ょ
っ
と
奇
妙
な
黒
塗
り
の

箱
。
そ
れ
は
、
今
や
佐
久
島
の
代

名
詞
と
な
っ
た
体
感
型
ア
ー
ト
作

品「
お
ひ
る
ね
ハ
ウ
ス
」で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ペ
ン
キ
塗
り

な
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
が
、
長
年
、
風
雨
や

潮
風
に
さ
ら
さ
れ
、
耐
久
性
が
限

界
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
現
在
、
そ
の
と
な
り
で

新
お
ひ
る
ね
ハ
ウ
ス
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
旧
お
ひ
る
ね
ハ
ウ
ス
を

残
し
た
ま
ま
制
作
を
行
い
、
作
業

中
で
も
訪
れ
た
人
た
ち
が
「
お
ひ

る
ね
ハ
ウ
ス
」
を
体
感
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
現
れ
る
「
ふ
た
つ
の

お
ひ
る
ね
ハ
ウ
ス
」
を
５
月
　
日
２５

臥
か
ら
７
月
　
日
華
ま
で
期
間
限

１５

定
の
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
展
示
し

ま
す
。
旧
お
ひ
る
ね
ハ
ウ
ス
が
取

り
壊
さ
れ
る
ま
で
の
貴
重
な
空
間

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
ア
ー
ト
＆
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
「
ふ
た
つ
の
お
ひ
る
ね
ハ
ウ
ス

現
地
見
学
＆
交
流
会
」

日
時
　
５
月
　
日
松
　
午
後
３
時

２５

～
４
時
　
分
３０

場
所
　
石
垣
海
岸

内
容
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
作

品
解
説
と
交
流
会

【
ふ
た
つ
の
お
ひ
る
ね
ハ
ウ
ス

　【
ふ
た
つ
の
お
ひ
る
ね
ハ
ウ
ス
】】

監修…日本橋梁建設協会／廣済堂出版

【佐久島公式サイト】 http://www.japan-net.ne. jp
　/~benten
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判
定
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
「
公
共
施
設

白
書
」
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
全
国
京
都
会
議
、
あ
い
ち
花
フ
ェ
ス
タ

の
開
催
は
、
ど
の
よ
う
な
予
定
で
す
か
。

　
　
京
都
会
議
の
総
会
は
毎
年
、
加
盟
団
体

が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
お
り
、
市
制
　
周
６０

年
を
記
念
し
て
　
年
度
に
本
市
に
誘
致
し
ま

２５

し
た
。
開
催
時
期
は
　
月
　
日
、　

日
の
２

１０

２４

２５

日
間
で
吉
良
温
泉
で
の
総
会
開
催
、
歴
史
公

園
や
吉
良
公
ゆ
か
り
の
史
跡
、
抹
茶
工
場
な

ど
の
視
察
を
通
し
て
西
尾
市
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

ま
す
。「
あ
い
ち
花
フ
ェ
ス
タ
」
は
愛
知
県
と

開
催
市
並
び
に
県
花
き
温
室
組
合
等
が
中
心

と
な
っ
て
開
催
し
、
市
総
合
体
育
館
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
　
月
上
旬
の
４
日
間
と
プ
レ

１１

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
憩
の
農
園
周
辺
で
　
月
１０

中
旬
の
２
日
間
、
合
計
６
日
間
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
バ
ラ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
花
卉
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
展
示
や
フ

ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
・
著
名
人
に
よ
る
講
演

会
等
の
計
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

化
し
て
い
る
の
は
、
合
併
に
よ
り
職
員
数
が

急
増
し
た
か
ら
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
経
常
収
支
比
率
の
う
ち
人
件
費
の
割
合

は
、
合
併
前
の
平
成
　
年
度
旧
西
尾
市
で
　

２２

２１

％
、
合
併
後
の
　
年
度
新
西
尾
市
で
は
、　

２３

２５

・
５
％
で
す
。
こ
れ
は
合
併
前
の
　
年
度
旧

２２

３
町
の
人
件
費
の
割
合
が
、
旧
一
色
町
で
　
・
４１

７
％
、
旧
吉
良
町
で
　
・
８
％
、
旧
幡
豆
町

３０

で
、　

・
１
％
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
職
員

３６

数
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
の
　
年
度
旧
西
尾

２２

市
で
病
院
医
療
職
を
除
い
て
７
２
７
人
に
対

し
、
合
併
後
の
　
年
度
で
は
、
１
千
３
７
６

２３

人
で
６
４
９
人
増
員
で
す
。

　
　
職
員
適
正
化
に
つ
い
て
も
、
合
併
に
よ

っ
て
肥
大
化
し
た
職
員
数
を
元
に
戻
す
と
い

う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
短
期
的
に
は
、
職
員
数
を
平
成
　
年
度

２６

ま
で
の
３
年
間
で
　
人
削
減
す
る
目
標
を
、

８０

中
長
期
的
な
目
標
と
し
て
は
、
平
成
　
年
度

３２

ま
で
に
２
５
０
人
超
の
削
減
を
掲
げ
て
お
り
、

目
標
達
成
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

　
　
西
尾
市
公
共
施
設
再
配
置
実
施
計
画
に

つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
は
、
公
共
施
設
再
配
置
モ

２４

デ
ル
事
業
と
公
共
施
設
の
劣
化
及
び
健
全
度

………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

地
震
・
津
波
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
対
策

に
万
全
を
期
し
ま
す
。
４
つ
目
は
、「
公
共
交

通
を
維
持
・
充
実
す
る
街
・
西
尾
の
実
現
」

で
、
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
維
持
存
続
及
び

駅
周
辺
の
開
発
を
進
め
ま
す
。

　
　
市
税
収
入
の
推
移
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
の
見
込
み
額
は
、
当
初
予

２５

算
ベ
ー
ス
で
前
年
度
よ
り
約
７
億
３
千
万
円
、

率
に
し
て
２
・
８
％
増
と
な
る
２
６
９
億
３

千
万
円
を
計
上
、
平
成
　
年
度
か
ら
の
５
年

１９

間
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
新
西
尾
市
ベ
ー
ス

で
平
成
　
年
度
の
約
３
１
１
億
９
千
万
円
を

２０

ピ
ー
ク
に
、
平
成
　
年
度
ま
で
は
減
少
傾
向

２２

に
あ
り
、
合
併
初
年
度
の
　
年
度
は
打
ち
切

２３

り
決
算
な
ど
の
影
響
で
前
年
度
実
績
を
上
回

っ
て
い
ま
す
が
、
ピ
ー
ク
時
と
比
較
す
る
と

約
　
億
５
千
万
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。

２８
　
　
合
併
後
、
経
常
収
支
比
率
が
急
激
に
悪

にしお

市議会だより

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
　
市
長
選
へ
の
出
馬
表
明
を
さ
れ
た
が
、

次
期
４
年
間
は
ど
の
よ
う
な
目
標
を
持
っ
て

市
政
運
営
に
あ
た
り
、
具
体
的
に
何
を
実
現

し
た
い
の
で
す
か
。

　
　
１
つ
は
、
「
訪
れ
た
く
な
る
街
・
西
尾
の

実
現
」
で
、
産
業
観
光
の
活
性
化
と
誘
客
を

図
り
、
観
光
協
会
の
民
間
主
導
を
強
化
す
る

た
め
、
法
人
化
の
検
討
を
進
め
ま
す
。
２
つ

目
は
、
「
工
場
、
店
舗
が
進
出
す
る
街
・
西
尾

の
実
現
」
で
、
企
業
や
店
舗
を
誘
致
し
、
さ

ら
に
市
外
へ
の
流
出
抑
制
を
図
り
ま
す
。
３

つ
目
は
、
「
防
災
・
減
災
対
策
の
実
現
」
で
、
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山
田
　
慶
勝
　
議
員

平
成
　
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

２５

３
月
定
例
会
　
施
政
方
針
演
説
に
対
す
る
質
問

●
　
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

１４
　
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
般
　
質
　
問

●
４
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
、
施
政
方
針
演
説
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。

新
生
西
尾
ク
ラ
ブ
代
表

■問 
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め
て
い
ま
す
。
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
　２５

年
度
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
二
の
沢
川
は
、

県
に
よ
り
城
南
１
号
橋
か
ら
下
流
の
浚
渫
と

上
流
部
の
拡
幅
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
病
院
で
不
足
し
て
い
る
産
婦
人
科

や
小
児
科
の
医
師
確
保
の
見
通
し
は
ど
の
よ

う
で
す
か
。

　
　
産
婦
人
科
医
、
小
児
科
医
の
不
足
は
、

全
国
的
な
傾
向
で
周
産
期
医
療
の
拠
点
病
院

化
と
医
師
の
重
点
配
置
が
行
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
、
当
院
の
医
師
確
保
も
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
県

や
大
学
医
局
に
対
し
て
粘
り
強
く
交
渉
し
、

分
娩
の
再
開
、
診
療
制
限
の
解
消
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
診
療
制
限
の
解
消
に
努
力
す
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
医
師
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
は
無

理
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
産
婦
人
科
に
お
い
て
は
、
複
数
の
常
勤

医
師
が
確
保
で
き
、
緊
急
時
の
対
応
が
可
能

と
な
っ
た
と
き
を
分
娩
再
開
の
時
期
と
考
え

て
い
ま
す
。
小
児
科
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

日
勤
帯
に
お
け
る
診
療
時
間
の
拡
大
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
　
医
師
確
保
を
大
学
医
局
に
頼
っ
て
い
て

も
何
ら
状
況
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
が
、
県

や
医
局
へ
の
要
望
以
外
に
何
か
手
立
て
を
講

じ
て
い
ま
す
か
。

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
な
が
ら
、

公
共
施
設
再
配
置
を
進
め
て
行
く
な
か
で
、

施
設
の
用
途
変
更
な
ど
既
存
施
設
の
有
効
活

用
を
含
め
、
検
討
し
ま
す
。

　
　
新
た
な
３
学
期
制
と
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
で
す
か
。

　
　
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
　
月
に
３
学

１０

期
制
実
施
へ
の
指
針
と
な
る
「
評
価
の
見
直

し
」、
「
授
業
時
間
数
の
拡
充
」、
「
子
ど
も
と

触
れ
合
う
時
間
の
確
保
」
の
３
点
に
つ
い
て

各
小
中
学
校
に
通
知
し
ま
し
た
。

　
　
市
民
病
院
の
経
営
に
直
結
す
る
医
師
の

確
保
は
改
善
さ
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、
医
師

の
数
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
は
現
在
ま
で
大
学
や
県
な

２４

ど
へ
計
　
回
に
及
ぶ
医
師
招
聘
活
動
を
続
け

１８

て
い
ま
す
が
、
確
保
は
思
う
に
任
せ
な
い
の

が
現
状
で
す
。
医
師
数
は
過
去
５
年
間
で
　５７

人
前
後
で
横
ば
い
で
す
。

　
　
市
民
病
院
の
老
朽
化
対
策
で
あ
る
中
長

期
営
繕
計
画
に
基
づ
く
施
設
の
改
修
整
備
費

は
ど
の
く
ら
い
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
計
画
は
、
病
院
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

か
ら
　
年
間
に
わ
た
る
計
画
で
約
　
億
円
を

２０

１８

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
昨
年
９
月
の
集
中
豪
雨
で
氾
濫
し
た
道

光
寺
川
、
二
の
沢
川
の
対
策
は
ど
の
よ
う
で

す
か
。

　
　
道
光
寺
川
は
、
県
と
拡
幅
の
協
議
を
進

　
　
あ
と
数
年
後
に
は
地
域
枠
の
卒
業
生
が

活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

大
学
医
局
と
の
良
好
な
関
係
を
保
つ
こ
と
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
医
局
と
調

整
を
取
り
つ
つ
、
様
々
な
つ
て
を
頼
り
、
医

師
招
致
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
災
害
か
ら
　
万
市
民
の
生
命
・
財
産
を

１７

守
る
た
め
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
立
て

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
は
、
防
災
・
減
災
を
重
点
課

２５

題
と
位
置
づ
け
、
神
谷
副
市
長
を
防
災
監
と

し
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
は
、
す
べ
て

の
小
・
中
学
校
体
育
館
の
非
構
造
部
材
耐
震

化
状
況
の
確
認
と
実
施
設
計
、
校
舎
屋
上
手

す
り
の
設
置
、
防
災
行
政
無
線
中
継
局
の
設

置
、
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

は
じ
め
、
排
水
路
及
び
都
市
下
水
路
を
整
備

し
、
公
共
下
水
道
雨
水
排
水
計
画
策
定
の
た

め
の
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
寺
津

漁
港
海
岸
堤
防
の
耐
震
点
検
、
一
色
町
公
民

館
ホ
ー
ル
等
の
多
機
能
化
工
事
と
飲
料
水
兼

用
耐
震
性
貯
水
層
の
設
置
な
ど
、
強
力
に
防

災
・
減
災
対
策
を
推
し
進
め
ま
す
。

　
　
津
波
対
策
と
し
て
堤
防
補
強
の
必
要
性

が
あ
れ
ば
、
具
体
的
に
国
や
県
へ
の
働
き
か

け
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
。

　
　
県
が
海
岸
堤
防
の
耐
震
化
を
進
め
て
お

り
、
第
２
次
あ
い
ち
地
震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
優
先
区
間
を
一
刻
も
早
く
進
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
優
先
区
間
以
外
の
区

間
の
耐
震
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
事
業

にしお

市議会だより

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
　
名
豊
道
路
蒲
郡
バ
イ
パ
ス
の
整
備
状
況

は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
名
豊
道
路
岡
崎
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
化

は
、
平
成
　
年
度
に
西
尾
東
イ
ン
タ
ー
ま
で

２７

完
了
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。
蒲
郡
バ
イ
パ

ス
は
現
在
、
幸
田
芦
谷
イ
ン
タ
ー
か
ら
蒲
郡

イ
ン
タ
ー
ま
で
の
区
間
で
、
平
成
　
年
度
以

２５

降
の
暫
定
２
車
線
供
用
開
始
を
目
指
し
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
三
河
湾
岸
の
津
波
対
策
に
も
な
る
、
海

岸
堤
防
と
名
浜
道
路
と
一
体
化
し
た
ス
ー
パ

ー
堤
防
を
提
案
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
名
浜
道
路
は
、
防
災
、
減
災
の
機
能
を

兼
ね
備
え
た
「
命
の
道
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
地
域
高
規
格
道
路
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
防
災
機
能
を
有
す
る
構
造
形
式
の
１
つ

と
し
て
適
正
な
評
価
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う

要
望
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
名
鉄
西
尾
線
の
矢
作
川
に
架
か
る
鉄
橋

の
耐
久
性
の
現
状
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
名
鉄
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
２
年

に
１
回
の
定
期
検
査
、
適
切
な
時
期
の
橋
梁

塗
装
に
よ
り
構
造
物
の
健
全
性
、
橋
桁
の
耐

久
性
を
確
保
し
て
い
る
と
の
回
答
で
し
た
。

　
　
校
舎
の
耐
震
改
修
や
長
寿
命
化
改
修
の

ほ
か
、
長
期
的
な
改
築
計
画
が
必
要
で
は
な

い
で
す
か
。

　
　
改
築
に
比
べ
、
費
用
が
安
価
な
長
寿
命

化
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
　
歴
史
民
俗
博
物
館
や
美
術
館
構
想
は
ど

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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し
て
い
な
い
の
は
、
一
色
地
区
と
寺
津
地
区

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
が
計
画

２６

最
終
年
度
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
耐
震
化

事
業
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
寺
津
海
岸
に

つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
完
了
予
定
と
伺
っ

２５

て
い
ま
す
。
一
色
地
区
の
一
色
漁
港
海
岸
及

び
小
藪
細
川
海
岸
に
つ
い
て
は
、
工
事
に
際

し
て
の
調
整
事
項
が
あ
り
ま
す
が
、　

年
度

２６

末
に
１
０
０
％
完
了
目
標
と
し
て
、
事
業
を

進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
計
画
策
定
中
の
「
第
３
次
あ
い
ち

地
震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
｣
に
は
、
こ

れ
ま
で
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
一
色

地
区
の
大
岡
新
田
が
、
計
画
区
域
の
対
象
に

な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
県
に
よ
る
と
、
第
２
次
あ
い
ち
地
震
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
計
画
区
域
に

さ
れ
て
い
な
い
大
岡
新
田
に
つ
い
て
は
、
現

在
耐
震
調
査
も
発
注
済
み
で
あ
り
、
次
期
の

第
３
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
み
、

整
備
を
進
め
て
い
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。
市

と
し
て
も
、
次
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
　２７

年
度
か
ら
の
工
事
着
手
を
強
く
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
一
色
地
区
か
ら
西
尾
市
街
へ
向
か
う
道

路
の
内
、
通
勤
時
間
帯
で
は
「
熱
池
交
差
点
」

と
憩
の
農
園
の
東
に
あ
る
「
横
手
交
差
点
」

が
大
変
渋
滞
し
て
い
ま
す
。
合
併
す
る
と
旧

市
町
間
を
結
ぶ
幹
線
道
路
が
整
備
し
や
す
く

な
る
と
市
民
へ
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
交

を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
働
き
か
け
ま

す
。

　
　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
さ
れ

て
い
な
い
６
キ
ロ
㍍
の
海
岸
線
は
現
基
準
で

完
了
す
る
ま
で
、
あ
と
何
年
か
か
り
ま
す
か
。

　
　
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
な
い
区
間
を
次
期

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
み
、
現
基
準

で
の
完
了
に
は
第
２
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
距
離
か
ら
換
算
す
る
と
、
５
年
か
ら
６
年

程
度
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　
　
食
糧
・
医
療
用
品
を
備
蓄
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

　
　
家
庭
内
備
蓄
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
被

災
者
数
の
３
食
分
を
基
準
と
し
、
備
蓄
し
て

い
ま
す
。
医
薬
用
品
に
つ
い
て
も
各
学
校
及

び
防
災
倉
庫
並
び
に
市
内
　
箇
所
の
救
護
所

１０

で
一
定
数
量
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
　
非
常
食
・
飲
料
水
及
び
医
療
用
品
の
備

蓄
数
量
は
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
備
蓄
し
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
被
災
者
数
か
ら
見
て
、

こ
れ
が
何
日
も
つ
と
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
東
海
・
東
南
海
連
動
型
地
震
モ
デ
ル
の

被
害
想
定
に
基
づ
き
、
西
尾
市
の
想
定
避
難

者
数
約
３
万
５
千
人
の
３
食
分
に
あ
た
る
非

常
食
　
万
２
千
７
０
０
食
及
び
飲
料
水
１
万

１１

３
千
８
０
０
リ
ッ
ト
ル
を
目
標
に
置
い
て
い

ま
す
。
現
在
の
実
保
有
数
量
は
、
非
常
食
　１１

万
１
千
２
８
０
食
及
び
飲
料
水
１
万
８
千
６

０
０
リ
ッ
ト
ル
で
す
。
ま
た
、
災
害
用
医
療

資
器
材
は
、
診
療
用
具
を
は
じ
め
、
１
１
１

差
点
改
良
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
熱
池
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
県
に
よ
り

平
成
　
年
度
に
２
件
の
用
地
補
償
を
行
い
、

２４

　
年
度
度
末
の
進
捗
率
は
、
概
ね
　
％
と
伺

２４

４８

っ
て
い
ま
す
。
横
手
交
差
点
に
つ
い
て
は
、

市
に
よ
り
平
成
　
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
着

２１

手
し
、
平
成
　
年
３
月
完
了
を
目
指
し
て
工

２５

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
昨
年
　
月
に
一
色
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

１２

と
治
明
及
び
開
正
町
内
会
長
が
、
国
道
２
４

７
号
刈
宿
橋
前
後
の
歩
道
設
置
の
要
望
書
を

市
長
へ
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
対
応
は
ど

の
よ
う
で
す
か
。

　
　
現
在
県
に
よ
り
、
一
部
水
路
の
暗
渠
化

に
よ
る
歩
道
設
置
を
行
う
た
め
の
実
施
設
計

を
策
定
中
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
刈
宿

橋
南
地
域
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
権

者
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
事
業
化
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
　
昨
年
の
６
月
議
会
で
も
指
摘
し
た
佐
久

島
に
お
け
る
夜
間
の
救
急
搬
送
の
体
制
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

ま
す
か
。

　
　
現
在
も
検
討
中
で
す
が
、
島
内
の
海
上

タ
ク
シ
ー
が
使
用
で
き
な
い
時
は
、
や
む
を

得
ず
島
民
の
漁
船
を
利
用
し
て
搬
送
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
漁
船
は
漁
業

期
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
使
用
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
島
外
民
間
の
海
上
タ

ク
シ
ー
や
市
営
渡
船
な
ど
を
有
効
利
用
で
き

な
い
か
、
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

品
目
を
一
定
量
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
救
護

状
況
に
よ
り
必
要
な
医
薬
品
等
は
、
西
尾
市

薬
剤
師
会
を
経
て
随
時
供
給
で
き
る
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
市
内
に
は
大
型
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と

協
定
を
締
結
し
て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
と
の
関
係
は
、
隣
接

の
安
城
市
が
ス
ギ
薬
局
と
医
薬
品
、
生
活
必

需
品
等
の
供
給
協
力
の
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
災
害
対
策
の
推
進
を
図
る
た

め
、
鋭
意
努
力
し
ま
す
。

　
　
愛
知
県
内
に
お
け
る
災
害
時
の
広
域
連

携
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。
　
　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
県
内
各
市
の
広

域
連
携
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
し
ま
し

た
。
こ
の
教
訓
を
受
け
て
、
昨
年
　
月
　
日

１１

１９

に
開
催
し
た
西
三
河
副
市
長
会
議
に
お
い
て

も
広
域
防
災
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
提
案
が

さ
れ
、
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
県
の
「
第
２
次
あ
い
ち
地
震
対
策
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
海
岸
堤
防
耐
震
化
優
先

区
間
の
中
で
、
計
画
目
標
の
１
０
０
％
に
達

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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状
況
調
査
を
行
い
、
進
捗
管
理
や
初
年
度
取

組
事
項
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　
　
市
職
員
定
員
適
正
化
計
画
の
進
捗
状
況

は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
現
時
点
で
は
、
こ
の
２
年
間
で
　
人
の

６８

削
減
が
可
能
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
養
護
学
校
の
市
内
に
お
け
る
整
備
は
ど

の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

　
　
引
き
続
き
市
内
で
の
養
護
学
校
の
設
置

を
視
野
に
県
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
構
想
の
今
後
の
計

画
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
を
初
年
度
と
す
る
西
尾
市

２６

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
　
年
度
中
に
策
定
す

２５

る
予
定
で
す
。
委
員
会
組
織
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
必
要
と
な

れ
ば
庁
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
県
道
西
尾
幡
豆
線
の
今
後
の
整
備
計
画

は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
県
道
西
尾
幡
豆
線
は
、
吉
良
町
友
国
交

差
点
か
ら
市
道
木
田
岡
山
線
ま
で
の
開
通
後
、

そ
の
西
側
は
用
地
調
査
と
一
部
用
地
買
収
に

着
手
し
、
橋
梁
の
詳
細
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
　
市
民
病
院
の
経
営
健
全
化
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
職
員
の
節
電
意
識
の
向
上
、
薬
品
費
等

の
価
格
交
渉
に
よ
る
経
費
の
削
減
に
努
め
て

い
ま
す
。
平
成
　
年
度
以
降
新
た
な
病
院
の

２６

将
来
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
、
独
立
行
政

法
人
、
あ
る
い
は
経
営
の
民
間
委
託
等
検
討

し
ま
せ
ん
か
。

　
　
あ
ら
ゆ
る
形
態
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
行
財
政
改
革
推
進
計
画
第
４
次
実
行
計

画
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
全
体
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
取
組

　
　
市
民
病
院
の
医
師
の
増
員
が
難
し
い
の

が
現
状
で
す
が
、
佐
久
島
診
療
所
の
医
師
の

確
保
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
毎
年
、
愛
知
県
よ
り
医
師
の
派
遣
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
　
年
度

２５

に
つ
い
て
も
、
島
の
診
療
所
へ
医
師
を
派
遣

す
る
と
の
内
諾
を
得
て
い
ま
す
。

　
　
観
光
協
会
の
組
織
強
化
の
内
容
は
ど
の

よ
う
で
す
か
。

　
　
民
間
の
方
に
観
光
協
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、
旅
行
者
へ
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ほ
か
、
新
規
事
業
、

協
会
組
織
、
自
主
財
源
の
確
保
策
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
企
業
誘
致
と
既
存
企
業
の
活
性
化
策
は

ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

　
　
合
併
に
よ
る
地
域
の
特
性
や
補
助
金
等

を
活
か
し
、
展
示
会
に
市
内
企
業
と
共
同
出

展
す
る
な
ど
事
業
展
開
へ
の
積
極
的
な
協
力

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
県
企
業
庁
所
有
の
約
１
５
０
亊
の
土
地

活
用
策
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

　
　
大
型
事
業
で
の
土
砂
利
用
と
合
わ
せ
た

開
発
が
必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
県
に
粘
り

にしお
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公
共
施
設
再
配
置
に
よ
り
公
共
施
設
を

集
約
し
、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
機
能

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
色
支
所

機
能
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
公
民
館

に
移
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
幡
豆
の
公
民
館

や
図
書
館
を
支
所
に
移
し
、
空
い
た
施
設
は

売
却
や
貸
し
付
け
を
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
再
配
置
の
手
法
を

検
討
し
、
最
も
効
果
的
な
プ
ラ
ン
を
提
示
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
地
域
住
民
の
た
め
に
、
支
所
機
能
は
必

ず
残
し
ま
す
か
。

　
　
現
時
点
で
は
、
支
所
機
能
を
廃
止
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
コ
ン
ビ
ニ
に
お
い
て
、
住
民
票
や
印
鑑

証
明
書
等
の
証
明
書
交
付
を
実
施
し
、
閉
庁

日
や
閉
庁
時
間
帯
に
も
利
用
で
き
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
平
成
　
年
ご
ろ
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

２７

度
（
共
通
番
号
制
度
）
が
導
入
さ
れ
る
計
画

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業

づ
く
り
に
つ
い
て

■問 ●答 

視察した広島県三次市の
みよし運動公園

市
民
ク
ラ
ブ
代
表

　
岡
田
　
隆
司
　
議
員

利
便
性
と
快
適
性
を
高
め
る

基
盤
づ
く
り
に
つ
い
て

地
域
を
支
え
る
文
化
と
人
を

育
む
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
支
え
る
健
康
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、行
動

す
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
大
竹
　
　
忍
　
議
員

行
政
改
革
の
推
進
と

公
平
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

一
般
質
問

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 
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要
度
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
安
城
市
で
は
「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

設
置
で
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
西
尾
市
で

も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
そ
の
有
用
性
・
必
要
性
は
充
分
認
識
し

て
い
ま
す
。
一
歩
前
進
し
て
検
討
し
、
成
果

が
上
が
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
よ
る
被
害
想
定

が
９
５
０
万
人
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

『
ま
ず
、
誰
が
何
を
す
る
か
』
を
定
め
た
市

の
『
初
動
体
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
は
あ
り
ま
す

か
。
　
　
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
作
り
ま
す
。
通
信

対
策
と
し
て
衛
星
電
話
を
５
台
導
入
し
ま
す
。

　
　
昨
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
は
、
床
上
浸
水

な
ど
多
く
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
各
部
の

初
動
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
建
設
・
上
下
水
道
・
環
境
部
な
ど
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
す
が
、
迅
速
か
つ
相
互
の

連
携
が
重
要
で
す
。
建
設
部
で
は
発
災
後
３

日
間
を
想
定
し
て
一
部
考
え
始
め
て
い
ま
す
。

　
　
各
部
の
連
携
は
不
十
分
で
す
。
役
所
の

タ
テ
割
り
を
な
く
す
た
め
、
防
災
課
を
局
に

格
上
げ
し
、
副
市
長
を
ト
ッ
プ
の
「
危
機
管

で
、
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

も
視
野
に
入
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
全
体
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
導
入
す
る
に
も
２
～
３
年
の
準
備
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
準
備
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
き
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

２５

　
　
学
校
図
書
館
を
教
育
の
一
環
と
し
て
位

置
づ
け
、
子
ど
も
た
ち
が
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
を
育
み
、

未
来
を
拓
き
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も

を
育
成
す
る
た
め
に
、
学
校
図
書
館
司
書
を

全
校
に
配
置
し
、
学
校
図
書
館
の
充
実
を
図

り
ま
せ
ん
か
。

　
　
図
書
の
豊
富
な
知
識
を
有
す
る
学
校
図

書
館
司
書
の
役
割
は
大
き
く
、
今
後
、
増
員

な
ど
も
視
野
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
全
小
・
中
学
校
（
　
校
）
に
図
書
館
司

３６

書
を
配
置
す
る
と
し
て
、
費
用
は
い
く
ら
で

す
か
。

　
　
年
間
４
千
万
円
余
と
考
え
ま
す
。

　
　
学
校
図
書
館
支
援
室
を
教
育
委
員
会
内

に
設
置
し
、
学
校
図
書
館
指
導
員
を
配
置
し

ま
せ
ん
か
。

　
　
新
た
な
設
置
や
配
置
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
指
導
、
助
言
の
体
制
を
強
化
し
、
学

理
監
」
と
し
て
体
制
を
強
化
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
防
災
・
減
災
対
策
は
、
市
の
最
重
要
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
平
常
時
か
ら
部
局

間
連
携
を
図
り
、
実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
、
副
市
長
を
「
防
災
監
」
と
し
て
組

織
横
断
的
な
指
揮
命
令
体
制
に
し
ま
す
。

　
　
地
域
全
体
で
大
規
模
災
害
に
備
え
る
に

は
、
自
主
防
災
役
員
だ
け
で
な
く
、
牧
ノ
原

市
の
よ
う
に
男
女
や
世
代
を
問
わ
ず
、
地
域

の
中
高
生
や
障
が
い
者
な
ど
多
く
の
住
民
で

話
し
合
う
場
を
つ
く
っ
て
い
き
せ
ん
か
。

　
　
必
要
性
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
一
色
中

学
校
の
生
徒
か
ら
防
災
サ
ミ
ッ
ト
の
提
案
が

あ
っ
た
の
で
、
各
世
代
の
意
見
交
換
の
場
に

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

校
図
書
館
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
市
制
　
周
年
を
記
念
し
て
、「
子
ど
も
議

６０

会
」
を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
西
尾
市
の

未
来
を
考
え
、
提
案
で
き
る
機
会
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

　
　
平
成
　
年
３
月
に
中
学
２
年
生
の
代
表

２５

が
市
長
と
語
り
合
う
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

わ
が
町
の
未
来
に
目
を
向
け
、
明
る
い
希
望

を
語
り
合
う
学
習
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
新
西
尾
市
は
　
万
市
に
な
り
ま
し
た
。

１７

こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
子
ど
も
た
ち
に
も
実
感
で

き
る
教
育
環
境
整
備
、
先
生
方
を
支
援
す
る

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
創
設
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
市
内
　
校
に
お
け
る
教
育
研
究
成
果
の

３６

蓄
積
、活
用
は
、市
全
体
の
教
育
の
質
を
向
上

さ
せ
る
上
で
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
は
教
育
・
研
究
成
果
は
各
学
校
に

止
ま
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
も
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
発
達
障
害
な
ど
支
援
が
必
要

な
子
ど
も
た
ち
は
年
々
増
加
し
、
い
じ
め
・

不
登
校
問
題
な
ど
心
の
ケ
ア
の
充
実
と
指
導

体
制
の
強
化
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
各
学
校
へ
の
人
の
配
置
を
増
や
し
、
臨

床
心
理
士
な
ど
も
増
員
し
て
い
ま
す
が
、
需

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

にしお

市議会だより
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■問 ●答 

　
鈴
木
　
規
子
　
議
員

西
尾
の
子
ど
も
の
生
き
る
力
を

育
む
政
策
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
、初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
あ
る
か
、副
市
長
を
ト
ッ
プ
に

体
制
強
化
を

『
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 
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■問 

■問 ●答 ●答 



未
整
備
用
地
の
整
備
を
県
に
お
願
い
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
地
元
漁
協
と
連
携
し
て
季
節
限
定
の
人

工
潮
干
狩
り
施
設
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
潮
干
狩
り
施
設
と
さ
か
な
広
場
の
相
乗

効
果
に
よ
り
、
こ
の
地
域
一
帯
の
さ
ら
な
る

活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
国
道
２
４
７
号
沿
い
に
「
日
本
一
大
提

灯
常
設
展
示
」
の
看
板
を
立
て
ま
せ
ん
か
。

　
　
一
色
学
び
の
館
は
、
旧
幡
豆
郡
３
町
の

民
俗
、
観
光
、
産
業
史
を
重
点
に
し
た
展
示

機
能
を
充
実
し
、
看
板
設
置
は
そ
の
中
で
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
　
一
色
健
康
セ
ン
タ
ー
（
学
び
の
館
隣
接
）

に
日
展
常
任
理
事
、
山
本
眞
輔
氏
の
彫
刻
作

品
の
常
設
展
示
を
し
ま
せ
ん
か
。
山
本
先
生

の
彫
刻
作
品
と
大
提
灯
の
相
乗
効
果
で
、
観

光
客
を
一
色
の
市
街
地
へ
誘
導
で
き
る
も
の

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
　
一
色
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
で
は
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
ー
や
１
泊
２
日
の
観
光
客
が
、
県
外

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
課
題
を
適
切
に
対
処

す
る
た
め
、
学
校
保
健
委
員
会
を
活
性
化
さ

せ
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
社
会
を
結
ぶ
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
学
校
保
健
委
員

会
を
中
心
に
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
　
『
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
』
を
作
成
し
、

市
民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
平
成
　
年
度
か
ら
、　

歳
以
上
の
高
齢

２２

６５

者
の
み
世
帯
で
希
望
す
る
方
に
、
緊
急
時
に

緊
急
連
絡
先
や
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
な
ど

の
情
報
を
記
録
で
き
る
『
ほ
っ
と
健
康
手
帳
』

を
配
付
し
て
い
ま
す
。
合
併
後
は
市
内
全
域

で
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
民
生
委
員
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
普
及
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
な
ど
、
市

民
の
安
全
・
安
心
の
防
災
対
策
強
化
が
急
務

と
思
い
ま
す
が
、
新
た
な
実
効
性
の
あ
る
体

制
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
実
効
性
の
あ
る
体
制
づ
く
り
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る

にしお

市議会だより
　
　
家
族
の
絆
を
深
め
る
三
世
代
家
族
の
奨

励
と
育
成
支
援
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
定
住
人
口
の
増
加
の
た
め
、
市
外
へ
の

人
口
流
出
を
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も

三
世
代
家
族
の
増
加
は
望
ま
し
い
こ
と
と
考

え
て
い
ま
す
。
三
世
代
家
族
奨
励
の
交
付
金

制
度
な
ど
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
居
世
帯
の
増
加
の
た

め
に
は
、
雇
用
、
住
宅
、
子
育
て
、
教
育
、

介
護
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
度
に
お
け
る
三
世
代
家
族
の

２５

支
援
に
向
け
た
定
住
促
進
奨
励
の
補
助
な
ど
、

具
体
的
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

　
　
定
住
促
進
奨
励
補
助
制
度
と
し
て
は
、

市
外
か
ら
の
転
入
者
が
新
築
住
宅
を
取
得
す

る
場
合
に
奨
励
金
を
交
付
す
る
自
治
体
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
に
こ

２５

の
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

市
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
雇
用
を
は
じ
め

子
育
て
、
住
宅
、
教
育
、
介
護
な
ど
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
定
住

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

１９ 平平成成２２５５年年５５月月１１６６日日号号広報

た
め
、
防
災
・
減
災
対
策
は
市
と
し
て
も
、

最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
平
常
時
か
ら
部
局
間
連
携
を
図
り
、

全
庁
的
に
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、

平
成
　
年
度
か
ら
は
、
神
谷
副
市
長
を
防
災

２５

監
と
し
て
、
指
揮
命
令
体
制
を
整
え
ま
す
。

ま
た
、
発
災
時
に
、
各
部
局
が
迅
速
か
つ
的

確
な
応
急
対
策
が
取
れ
る
体
制
づ
く
り
は
急

務
と
考
え
て
い
ま
す
。　

年
度
は
発
災
直
後

２５

の
『
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
と
発
災
後
、
い
か

に
早
く
通
常
業
務
に
戻
す
の
か
と
い
う
『
業

務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）』
の
策
定
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

　
　
一
色
さ
か
な
広
場
の
観
光
客
入
り
込
み

状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
の
来
場
者
数
は
推
定
で
約

２３

　
万
８
千
人
で
、
若
干
減
少
傾
向
で
す
。

８１　
　
さ
か
な
広
場
西
側
に
広
が
る
未
整
備
用

地
に
、
常
時
に
は
子
ど
も
の
遊
び
場
や
展
望

台
と
し
て
、
災
害
時
に
は
、
津
波
の
一
時
避

難
場
所
と
な
る
多
目
的
な
芝
生
の
山
を
造
成

し
ま
せ
ん
か
。

　
　
海
岸
付
近
に
あ
る
施
設
の
あ
り
方
を
防

災
上
の
観
点
か
ら
一
色
漁
港
内
へ
の
来
訪
者

や
就
労
者
の
一
時
避
難
場
所
と
す
る
な
ど
、

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

周
辺
市
街
地（
一
色
）活
性
化
の

具
体
策
に
つ
い
て

常設展示されている日本一の大提灯

　
稲
垣
　
一
夫
　
議
員

■問 ●答 

三
世
代
家
族
の
奨
励
と
育
成

支
援
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

市
民
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

　
髙
須
　
一
弘
　
議
員

■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 
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の
滋
賀
県
、
三
重
県
、
静
岡
県
、
長
野
県
な

ど
か
ら
多
く
の
バ
ス
企
画
で
来
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ご
提
案
の
大
提
灯
の
関
係
、
山

本
先
生
の
作
品
の
関
係
を
そ
う
し
た
企
画
の

中
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
選
挙
の
執
行
に
か
か
る
費
用
は
、
全
体

で
は
ど
れ
ほ
ど
で
、
主
な
費
用
は
何
で
し
た

か
。
ま
た
、
昨
年
、
検
討
の
経
緯
で
試
算
さ

れ
た
額
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
で
し
た
か
。

　
　
今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
支
出
総

額
は
４
千
４
万
４
千
円
で
し
た
。
主
な
経
費

は
、
時
間
外
勤
務
手
当
を
は
じ
め
職
員
手
当

等
が
１
千
４
５
５
万
１
千
円
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
場
管
理
業
務
や
計
数
機
・
交
付
機
等
保
守

点
検
業
務
な
ど
の
委
託
料
が
７
７
８
万
５
千

円
、
投
票
所
入
場
券
郵
送
料
を
は
じ
め
と
す

養
素
の
研
究
を
進
め
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
学
校

等
に
配
布
し
、
カ
シ
ニ
ワ
制
度
を
創
設
し
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
暮
ら
し
の
中
の
地
元
学
の

研
究
を
進
め
て
鋳
物
の
日
や
塩
の
日
等
の
記

念
日
を
設
置
し
た
り
、
記
念
誌
を
刊
行
し
、

市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
て
産
業

物
産
グ
ラ
ン
プ
リ
を
創
設
し
ま
せ
ん
か
。
そ

し
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
日
本
食
文
化
等
の
ま
ち

プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
ブ
ラ
ン
ド
商
店
等
を
認

定
し
、
市
の
ブ
ラ
ン
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を

創
設
し
て
認
定
会
員
証
を
交
付
し
、
子
ど
も

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
設
置
し
て
子
ど
も
ブ
ー
ス

を
設
け
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
廃
食
油
回
収
ロ

ボ
ッ
ト
を
設
置
し
て
回
収
再
生
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
国
際
水
協
力
年
を
記
念
し
て
水
道

国
際
展
開
セ
ミ
ナ
ー
等
と
仮
想
水
を
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
学
校
等
で
展
示
会
を

開
催
し
、
木
造
密
集
地
区
対
策
を
策
定
し
て

家
屋
等
改
修
に
補
助
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
木
造
密
集
地
区
対
策

と
補
助
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
あ
と
は
研

究
し
検
討
し
ま
す
。

　
　
音
声
ペ
ン
等
で
多
言
語
通
訳
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
病
院
や
救
急
車
等
に
多
機
能
携

帯
端
末
等
を
配
備
し
、
災
害
用
多
言
語
拡
声

装
置
を
自
主
防
災
組
織
や
学
校
に
配
備
し
、

災
害
時
多
言
語
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
す
る
外
国
人
支
援
認
定
者

を
選
定
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
庁
舎
内
の
ベ

ン
チ
に
高
齢
者
や
妊
娠
中
の
方
の
た
め
の
優

先
席
と
つ
え
ホ
ル
ダ
ー
を
設
置
し
、
見
え
な

い
障
が
い
や
ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
等
の
バ

ッ
ジ
と
、
障
が
い
者
支
援
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

て
お
り
、
接
続
先
の
公
共
交
通
の
利
便
性
も

一
つ
の
要
因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
市
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
が
平
成
　
年
２５

度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。
期
日
納
付
へ
変
更

さ
れ
た
方
は
、
種
目
別
、
法
人
・
個
人
別
に

何
件
あ
り
ま
し
た
か
。

　
　
平
成
　
年
１
月
末
現
在
で
、
市
民
税
２

２５

千
５
２
６
件
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

で
は
、
法
人
が
１
０
３
件
、
個
人
が
４
千
８

１
６
件
で
合
計
７
千
４
４
５
件
で
し
た
。

　
　
制
度
の
廃
止
は
納
税
意
欲
が
希
薄
と
な

り
滞
納
に
つ
な
が
ら
な
い
で
す
か
。
現
在
の

滞
納
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
廃
止
し
た
近
隣
市
の
状
況
は
廃
止
前
よ

り
上
昇
し
て
お
り
、
滞
納
は
少
な
い
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
滞
納
状
況
は
、
平
成
　
年
２

２５

月
　
日
現
在
で
、
１
万
４
千
４
２
８
件
、
金

１３
額
は
　
億
４
千
２
４
３
万
円
で
す
。

１７

　
　
植
育
と
殖
育
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
学
校
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
連
携
す
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
等
食
品
の
栄

る
役
務
費
が
５
１
９
万
９
千
円
で
す
。

　
　
旧
幡
豆
町
の
う
ち
鳥
羽
地
区
を
除
く
３

地
区
は
、
８
キ
ロ
㍍
圏
外
と
な
り
、
一
番
遠

い
と
こ
ろ
で
は
、
約
　
キ
ロ
㍍
と
な
る
た
め

１３

投
票
難
民
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
送
迎
バ
ス

を
走
ら
せ
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
一
番
遠
い
東
幡
豆
町
の
緑
ケ
崎
地
区
で

本
庁
か
ら
　
キ
ロ
丿
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

１３

が
ら
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
利
用

促
進
を
推
進
し
て
い
る
名
鉄
西
尾
蒲
郡
線
が

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
緑
ケ
崎
地
区
の
近
く

に
は
「
こ
ど
も
の
国
駅
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
公
共
交
通
を
利
用
し
投
票
所
へ
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
特
定
の
項
目
に
該
当

す
る
場
合
は
、
郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
送

迎
バ
ス
の
運
行
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
昨
年
　
月
か
ら
運
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

１０

実
績
は
計
画
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
で
す
か
。

少
な
い
場
合
、
そ
の
理
由
を
把
握
し
て
い
ま

す
か
。

　
　
本
年
１
月
ま
で
延
べ
２
１
１
人
、
一
か

月
あ
た
り
　
人
で
し
た
。
予
算
措
置
は
、
１

５３

年
間
で
１
万
４
千
人
で
す
の
で
、
相
当
低
い

数
値
で
す
。
少
な
い
理
由
で
す
が
、
名
鉄
の

駅
に
接
続
し
て
い
る
地
域
に
比
べ
、
バ
ス
停

に
接
続
し
て
い
る
地
域
の
利
用
が
低
く
な
っ

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

にしお

市議会だより

広広報報平平成成２２５５年年５５月月１１６６日日号号 ２２００

　
永
山
　
英
人
　
議
員

植
育
と
殖
育
と
産
業
物
産
展

等
に
つ
い
て

　
広
中
　
利
臣
　
議
員

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー「
い
こ
ま
い
カ

ー
」の
運
行
実
績
と
利
用
者
の
声
に
つ
い
て

「祈りの飛翔」山本眞輔作

■問 ●答 

期
日
前
投
票
率
の
低
下
問

題
と
選
挙
管
理
委
員
会
の

姿
勢
に
つ
い
て

市
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
の

廃
止
と
歳
入
確
保
に
つ
い
て
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民
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
に
も
非
常
に

大
切
な
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
将
来
計

画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
今
後
、
県
と
施
工
区
間
の
調
整
を
と
り

な
が
ら
、
整
備
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
　
こ
の
地
域
の
主
要
路
線
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
都
市
計
画
道
路
安
城
一
色
線
は
、
地
域

経
済
と
市
民
生
活
の
根
幹
と
な
る
道
路
の
整

備
を
、
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
で
す
。
全
体

の
進
捗
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
市
内
の
延
長
は
約
　
・
９
キ
ロ
丿
で
、

１２

う
ち
下
町
地
内
約
１
・
０
キ
ロ
丿
と
一
色
町

地
内
で
約
１
・
９
キ
ロ
丿
が
整
備
済
み
で
す
。

上
町
、
下
町
地
内
の
約
１
・
２
キ
ロ
丿
が
平

成
　
年
度
か
ら
事
業
化
さ
れ
整
備
に
着
手
し

２４
て
い
ま
す
。

　
　
個
人
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
文
化
財
、

収
集
物
の
受
け
入
れ
体
制
は
ど
の
よ
う
で
す

か
。
　
　
本
市
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
史
資
料

や
本
市
在
住
又
は
出
身
者
の
書
画
・
工
芸
品

等
の
重
要
美
術
品
な
ど
一
定
の
基
準
を
満
た

し
た
文
化
財
等
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
者
に
代

わ
り
保
管
す
る
寄
託
、
又
は
寄
贈
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

　
　
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
文
化
財
等
と

施
設
等
に
奨
励
金
を
支
給
す
る
成
功
報
酬
制

度
を
導
入
し
、
薬
剤
師
派
遣
事
業
と
が
ん
検

診
サ
ポ
ー
ト
薬
剤
師
事
業
と
、
ケ
ア
メ
ン
育

成
講
座
、
復
職
支
援
策
の
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
採
用
の
企
業
や
商
店
に
助
成
し
、
プ
ラ

チ
ナ
社
会
を
構
築
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
認
定
と
、
説
明
会
、
相
談
窓
口
、
託
児

所
設
置
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

あ
と
は
研
究
し
検
討
し
ま
す
。

　
　
道
路
は
、
市
民
生
活
の
安
定
・
向
上
は

も
と
よ
り
、
社
会
活
動
や
経
済
活
動
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
社
会
基
盤
で
す
。
と
か
く
整
備
が
遅
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
西
尾
市
の
イ
ン
フ
ラ

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す

か
。
　
　
イ
ン
フ
ラ
（
道
路
）
整
備
は
大
変
重
要

と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
都
市
計
画
道
路

は
全
延
長
２
０
２
キ
ロ
丿
で
、
整
備
済
み
延

長
は
約
１
３
１
キ
ロ
丿
で
あ
り
、
整
備
率
は

約
　
％
で
す
。
市
全
体
の
道
路
整
備
を
考
え

６５
る
と
、
未
だ
脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
合
併
後
の
西
尾
市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、

地
域
経
済
と
市
民
生
活
の
根
幹
と
な
り
、
市

と
介
護
者
を
示
す
カ
ー
ド
を
作
成
し
配
布
し

ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
市
民
病
院
に
歯
科
治

療
室
を
設
置
し
て
歯
科
医
師
会
と
治
療
支
援

協
定
を
締
結
し
、
医
療
連
携
医
科
歯
科
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
胃
が
ん
予

防
の
た
め
に
血
液
検
査
の
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検

査
と
ピ
ロ
リ
除
菌
に
助
成
し
、
医
学
図
書
室

司
書
を
育
成
し
て
医
学
図
書
室
と
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
大
人
の
た
め
の
朗
読

講
座
を
開
設
し
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
等

の
家
族
支
援
と
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
防
止
の

協
議
会
を
設
置
し
、
親
孝
行
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
育
成
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
バ
ッ
ジ
、
歯
科
治
療
室
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
、
ピ
ロ
リ
除
菌
、
協
議
会
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
あ
と
は
研
究
し
ま
す
。

　
　
高
齢
者
が
安
全
に
居
住
で
き
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
安
心
賃
貸
住
宅
を
認
定
し
て
高
齢

者
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
都
市
再
生

整
備
計
画
事
業
を
策
定
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
と
孤
立
死
防
止
連
絡
協
議
会
を
設
置

し
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
説

明
会
を
開
催
し
て
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
、

高
齢
低
所
得
者
の
入
居
に
補
助
し
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
子
ど
も
交
流
広
場
と
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
と
事
業
所
内

託
児
所
設
置
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
保
育

マ
マ
派
遣
に
助
成
し
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、

携
帯
電
話
回
線
通
信
機
器
内
蔵
血
圧
計
配
備

の
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
助
成
し
、

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
肥
満
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
バ
リ
ア
ア
リ
ー
の

モ
デ
ル
を
作
成
し
、
要
介
護
度
を
改
善
す
る

にしお

市議会だより

み
な
す
た
め
に
、
審
査
委
員
会
等
を
設
置
し

ま
せ
ん
か
。

　
　
文
化
財
等
の
寄
贈
に
つ
い
て
は
、
家
屋

解
体
な
ど
で
の
申
し
出
の
事
例
が
多
く
、
緊

急
性
を
要
す
る
事
例
が
大
半
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
審
査
委
員
会
等
の
審
議
の
た
め
の

時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
が
、

今
後
、
近
隣
市
の
事
例
を
参
考
に
し
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
先
に
受
け
入
れ
の
決
ま
っ
た
茶
の
資
料

の
例
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
申
し
出
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
文
化
財
等
の
保
管
場
所
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
美
術
工
芸
品
、
古
文
書
に
つ
い
て
は
岩

瀬
文
庫
で
保
管
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
俗

資
料
、
考
古
資
料
に
つ
い
て
は
市
資
料
館
な

ど
で
保
管
し
て
い
ま
す
が
、
年
々
資
料
が
増

え
て
い
く
た
め
、
収
蔵
庫
の
必
要
性
は
今
後

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
公

共
施
設
再
配
置
等
を
進
め
て
い
く
中
で
、
既

存
公
共
施
設
の
有
効
利
用
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
合
併
後
２
年
間
の
消
防
団
活
動
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
団
長
を
は
じ
め
各
団
員
の
理
解
に
よ
り
、
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長
谷
川
敏
廣
　
議
員

道
路
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

文
化
財
等
の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て

　
颯
田
　
栄
作
　
議
員

■問 ●答 

西
尾
市
消
防
団
に
つ
い
て
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市
は
、
西
尾
駅
前
の
「
市
街
地
活
性
化

計
画
」
に
は
熱
心
で
す
が
、
旧
３
町
の
商
店

街
活
性
化
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

　
　
各
地
区
の
に
ぎ
わ
い
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
商
工
会
や
商
店

街
の
取
り
組
み
に
は
、
内
容
を
精
査
し
補
助

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
ア
ー
ケ
ー
ド
や
街
路
灯
の
新
設
に
は
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
修
繕
や
撤
去
の
費

用
に
は
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
補
助
制
度
を

考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
安
城
、
刈
谷
、
知
立
な
ど
で
補
助
制
度

が
あ
り
、
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

　
　
各
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
タ

ク
シ
ー
代
の
補
助
を
実
施
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
５
月
の
「
シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
調
査
」
の

際
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
研
究
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
「
い
こ
ま
い
カ
ー
」
を
病
院
や
ス
ー
パ
ー
、

支
所
な
ど
に
行
け
る
よ
う
停
留
所
を
設
置
す

る
方
式
に
改
め
る
な
ど
、
抜
本
的
な
見
直
し

を
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
今
年
度
行
う
「
公
共
交
通
計
画
策
定
」

　
　
ピ
ア
ゴ
南
側
の
市
道
吉
田
２
２
４
号
線

の
歩
道
整
備
目
標
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
県
補
助
事
業
で
、
今
後
も
多
く
の
物
件

移
転
補
償
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
　
年
度
の

２９

事
業
完
了
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
ア
サ
リ
の
稚
貝
放
流
に
対
し
て
、

補
助
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
か
。

　
　
ア
サ
リ
の
漁
獲
量
を
安
定
的
に
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
漁
場
の
保
全
と
同
様
に

種
苗
で
あ
る
稚
貝
の
放
流
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
事
業
で
す
。
引
き
続
き
補
助
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
医
師
、
看
護
師
そ
の
他
医
療
職
の
人
数

は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
名
古
屋
市
を
除
く
県
内
　
の
公
立
病
院

１９

の
平
成
　
年
度
決
算
に
お
け
る
１
０
０
床
当

２３

た
り
、
当
院
は
医
師
数
が
　
・
０
人
で
多
い

１５

方
か
ら
　
番
目
、
看
護
師
は
　
・
７
人
で
６

１２

７８

番
目
、
そ
の
他
の
医
療
職
　
・
３
人
で
３
番

２４

目
の
状
況
で
す
。
そ
の
他
の
医
療
職
が
３
番

目
の
上
位
に
あ
る
の
は
、
患
者
給
食
業
務
を

直
営
で
実
施
し
て
い
る
た
め
で
す
。

養
殖
漁
業
に
つ
い
て

　
　
整
形
外
科
治
療
能
力
は
高
い
の
で
、
得

意
分
野
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
法
を
考
え

ま
せ
ん
か
。

　
　
現
在
、　

日
号
の
広
報
に
し
お
「
市
民

１６

病
院
だ
よ
り
」
や
院
内
報
等
で
各
診
療
科
の

特
徴
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
や
い
ろ

い
ろ
な
機
会
や
媒
体
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
、
成
人
式
を
旧
３
町
は
各
中

学
校
区
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
合
併
し
た
か
ら
、
今
後
、
合
同
で
行
い
た

い
」
と
の
考
え
が
市
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
市
全
体
で
行
う
こ
と
も
含
め
て
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
地
域
の
こ
と
を
地
域
で
行
っ
て
こ
そ
、

地
域
の
に
ぎ
や
か
さ
が
保
て
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
中
学
校
区
ご

と
の
開
催
を
求
め
る
新
成
人
が
多
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
体
は
新
成
人
で
あ
り
、
新
成

人
の
意
向
に
沿
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
新
成
人
の
意
向
も
聞
き
な
が
ら
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
出
動
及
び
訓
練
等
に
も
支
障
を
来
た
す

こ
と
な
く
消
防
団
の
任
務
を
遂
行
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
必
要
と
す
る
火
災

現
場
、
台
風
等
に
備
え
て
の
防
潮
扉
等
の
閉

鎖
な
ど
の
活
動
を
目
の
当
た
り
に
し
、
改
め

て
西
尾
市
の
消
防
防
災
に
と
っ
て
重
要
な
組

織
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
　
消
防
団
員
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
現

状
に
つ
い
て
、
今
後
の
消
防
団
に
対
す
る
市

長
の
決
意
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
地
道
な
訓
練
を
積
み
重
ね
、
地
域
を
愛

し
、
地
域
に
密
着
し
た
団
員
に
よ
り
構
成
さ

れ
た
消
防
団
は
、
災
害
時
に
最
も
活
躍
を
期

待
す
る
組
織
で
す
。
市
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
に
、
地
域
の
消
防
・
防
災
組
織
の

担
い
手
の
要
と
し
て
、
消
防
団
組
織
の
充
実

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
の
で
、
消
防
団
員
の

皆
さ
ん
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の

安
全
・
安
心
の
た
め
に
、
ご
尽
力
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
国
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
育
つ
環
境
を
整
え
る
た
め
、
学
校
施
設
管

理
費
を
増
額
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
ト
イ
レ
の
改
修
、
天
井
扇
風
機
の
設
置

や
体
育
館
の
天
井
材
、
照
明
や
ガ
ラ
ス
な
ど

の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
対
策
の
策
定
、
プ

ー
ル
温
水
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
、
小
学
校
校
舎

屋
上
の
手
摺
設
置
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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市議会だより
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■問 ●答 

地
域
の
通
学
路
及
び
幹
線

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

　
前
田
　
　
修
　
議
員

各
地
区
の
商
店
街
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

市
民
病
院
の
経
営
健
全
化
に
つ
い
て

成
人
式
は
、今
後
も
各
町
で

公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て
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選
挙
公
報
配
布
の
認
識
は
ど
の
よ
う
で

す
か
。

　
　
選
挙
公
報
は
投
票
日
２
日
前
配
布
が
基

本
で
、
今
後
は
関
係
機
関
と
調
整
し
、
迅
速

に
配
布
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
　
選
挙
開
票
事
務
の
時
間
短
縮
に
取
り
組

み
ま
せ
ん
か
。

　
　
開
票
事
務
は
「
正
確
」
を
最
優
先
に
、

人
員
配
置
、
機
器
導
入
等
で
「
時
間
短
縮
」

に
努
め
ま
す
。

　
　
劣
化
調
査
・
健
全
度
判
定
の
結
果
は
ど

の
よ
う
で
す
か
。

　
　
調
査
業
務
の
委
託
業
者
か
ら
は
著
し
く

劣
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
が
い
く
つ
か
あ
る

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　
劣
化
調
査
・
健
全
度
判
定
の
結
果
は
、

（
仮
称
）
西
尾
市
公
共
施
設
再
配
置
実
施
計

画
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
か
。

　
　
施
設
を
建
築
し
て
か
ら
解
体
す
る
ま
で

の
総
コ
ス
ト
で
あ
る
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
」
を
算
定
し
、
こ
の
デ
ー
タ
を
施
設
の

再
配
置
方
針
案
や
公
共
施
設
全
体
の
財
政
負

担
の
平
準
化
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

市
１
町
で
の
協
議
会
で
の
検
討
状
況
は
ど
の

よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
中
に
施
設
稼
働
時
期
、
立

２５

地
場
所
、
組
織
体
制
、
処
理
内
容
、
施
設
規

模
等
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
た
な
設
置
規

定
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
建
築
開
発
事
業
指
導
要
綱
に
よ
り
　
戸
２０

以
上
の
共
同
住
宅
、
戸
建
分
譲
住
宅
等
は
、

新
規
設
置
を
事
業
者
に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
管
理
に
支
援

す
る
制
度
を
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
近
隣
市
町
の
状
況
を
調
査
し
、
比
較
検

討
し
、
市
と
し
て
す
べ
き
こ
と
を
考
え
ま
す
。

　
　
一
部
投
票
所
で
、
受
付
窓
口
箇
所
数
を

減
ら
し
た
理
由
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
旧
西
尾
市
の
基
準
で
、
人
の
配
置
が
減

少
し
、
受
付
で
混
雑
し
た
事
例
が
あ
り
、
今

後
は
必
要
に
応
じ
て
増
員
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
投
票
所
の
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
状
況
で

立
会
人
が
本
来
業
務
に
支
障
を
来
た
し
た
事

例
の
認
識
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
投
票
立
会
人
が
本
来
業
務
に
従
事
で
き

る
よ
う
、
今
後
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

　
　
風
力
発
電
計
画
の
手
続
き
の
現
状
は
ど

の
よ
う
で
す
か
。

　
　
経
済
産
業
大
臣
よ
り
「
環
境
影
響
評
価

方
法
書
」
に
対
す
る
勧
告
を
受
け
ま
し
た
が
、

会
社
の
都
合
で
次
の
手
続
き
の
準
備
書
作
成

は
平
成
　
年
４
月
の
予
定
が
、
１
年
遅
れ
る

２５

と
聞
い
て
い
ま
す
。　
　
　

　
　
保
安
林
指
定
解
除
の
手
続
き
は
ど
の
よ

う
で
す
か
。

　
　
国
は
、
保
安
林
解
除
を
原
則
行
わ
な
い

方
針
で
、
や
む
を
得
ず
指
定
解
除
す
る
時
は
、

市
長
、
地
元
町
内
会
長
、
地
権
者
、
隣
地
所

有
者
等
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
林
地
開
発
申
請
時
の
必
要
事
項
は
ど
の

よ
う
で
す
か
。

　
　
事
業
地
が
１
亊
を
超
え
る
場
合
は
、
県

知
事
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。
そ
の
開

発
で
直
接
利
害
関
係
を
有
す
る
す
べ
て
の
者

の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
風
力
発
電
稼
働
に
伴
い
予
想
さ
れ
る
健

康
被
害
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
ま
す
か
。

　
　
騒
音
、
低
周
波
に
よ
る
頭
痛
、
耳
鳴
り
、

め
ま
い
等
の
症
状
を
訴
え
る
方
が
い
る
と
承

知
し
て
い
ま
す
。
健
康
被
害
が
出
な
い
よ
う

環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
意
見
し
ま
し
た
。

　
　
ご
み
焼
却
施
設
の
統
合
に
つ
い
て
、
２

の
な
か
で
、
全
般
的
な
見
直
し
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
歳
以
上
の
高
齢
者
に
は
通
院
の
た
め

６５

の
渡
船
料
に
補
助
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
関
係
す
る
部
局
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
佐
久
島
の
定
住
化
促
進
策
と
し
て
、
希

望
者
の
住
居
を
確
保
す
る
た
め
、
賃
貸
方
式

や
修
繕
費
補
助
な
ど
を
考
え
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
家
主
と
入
居
者
と
の
間
に
市
が
入
っ
て
、

互
い
に
安
心
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
ま
せ

ん
か
。

　
　
全
国
で
も
様
々
な
奨
励
策
が
取
り
組
ま

れ
て
お
り
ま
す
。
佐
久
島
の
定
住
促
進
部
会

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
風
力
発
電
計
画
の
参
入
企
業
名
は
ど
こ

で
す
か
。

　
　
幡
豆
吉
良
ウ
イ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
株
式
会

社
で
す
。
九
州
の
福
岡
市
に
本
社
を
置
く
株

式
会
社
ジ
ャ
ネ
ッ
ク
ス
が
平
成
　
年
に
資
本

２１

金
の
５
０
０
万
円
を
１
０
０
％
出
資
し
設
置

し
た
法
人
で
す
。
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鈴
木
　
正
章
　
議
員

吉
良
・
幡
豆
地
区
風
力
発

電
計
画
の
現
状
に
つ
い
て

佐
久
島
の
課
題
に
つ
い
て

■問 ●答 

ご
み
処
理
の
対
応
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
総
選
挙
事
務
の

状
況
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
劣
化
調
査
・
健

全
度
判
定
の
結
果
に
つ
い
て

　
松
井
晋
一
郎
　
議
員

■問 ●答 ■問 ●答 
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導
援
助
の
必
要
な
親
が
増
え
、
特
別
支
援
が

必
要
な
乳
幼
児
も
増
加
し
、
保
育
に
対
す
る

要
望
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

環
境
の
中
で
、
経
験
豊
か
で
指
導
力
や
許
容

量
・
説
得
力
の
あ
る
保
育
士
の
育
成
は
、
急

務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
西
尾
市
で
は
平
成
　
年
度
か
ら
再
チ
ャ

２２

レ
ン
ジ
枠
を
設
け
て
、
保
育
、
教
諭
職
の
募

集
に
つ
い
て
、
年
齢
を
　
歳
ま
で
引
き
上
げ

４５

て
い
ま
す
。

　
　
あ
る
時
期
、
保
育
士
の
採
用
を
控
え
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
民
営
化
を

し
た
ら
正
規
職
員
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
採
用
の
状
況
は

ど
う
で
し
た
か
。

　
　
民
営
化
前
の
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度

１３

１６

ま
で
は
、
退
職
者
の
合
計
　
人
に
対
し
て
採

３９

用
は
　
人
で
す
。
民
営
化
移
行
中
の
平
成
　

１７

１７

年
度
か
ら
　
年
度
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
　

１９

４１

人
に
対
し
て
、
採
用
者
は
　
人
で
す
。
民
営

２８

化
後
の
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
に
つ
い
て

２０

２２

は
、
退
職
者
　
人
に
対
し
て
採
用
者
は
　
人

３７

２２

で
、
こ
の
　
年
間
で
１
１
６
人
の
退
職
に
対

１０

し
て
、
採
用
は
　
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６７

　
　
定
数
削
減
の
し
わ
寄
せ
が
保
育
職
場
に

あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
課
題
解

決
の
た
め
に
、
ク
ラ
ス
担
任
の
保
育
士
は
正

規
雇
用
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
　
　
ク
ラ
ス
担
任
の
保
育
士
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
正
規
職
員
で
配
置
で
き
る
よ
う

に
要
員
計
画
を
立
て
、
正
規
保
育
士
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
地
方
公
務
員
法
で
定
め
る
臨
時
的
任
用

と
は
、
一
時
的
な
対
応
の
も
の
で
あ
り
、
一

雇
用
期
間
を
半
年
と
し
て
更
新
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
担
任
と
い
う
の
は
年
度
半
ば
に
そ
の

ク
ラ
ス
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
一
年
間

必
要
で
、
本
来
は
正
規
職
員
と
す
べ
き
で
す
。

市
民
病
院
で
は
、
看
護
師
さ
ん
の
配
置
は
臨

時
で
は
な
く
、
保
育
園
に
臨
時
が
多
い
の
は

異
常
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
幼
児
教
育
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
よ
く
経
験
を
さ
れ
た
方
が
保
育
を
担
当

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
県
は
、
福
祉
医
療
（
子
ど
も
・
障
が
い

者
・
母
子
父
子
家
庭
・
後
期
高
齢
者
福
祉
）

制
度
の
有
料
化
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

動
向
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
一
部
負
担
金
を
平
成
　
年
度
、
所
得
制

２６

限
は
　
年
度
か
ら
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

２９

　
　
西
尾
市
の
福
祉
医
療
制
度
の
受
給
状
況

と
制
度
に
対
す
る
認
識
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

え
て
い
く
必
要
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
本
市
が
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
よ
う
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
担
い
、
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
子

ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
育
て
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
公
立
保
育
園
の
保
育
士
の
平
均
年
齢
は
、

　
・
７
歳
と
若
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
平

３１成
　
年
３
月
現
在
、
ク
ラ
ス
担
任
保
育
士
の

２５
総
数
は
何
人
で
、
そ
の
う
ち
正
規
雇
用
の
保

育
士
は
何
人
で
す
か
。
そ
の
中
で
、
産
後
休

暇
や
育
児
休
暇
を
と
っ
て
い
る
職
員
は
何
人

で
す
か
。

　
　
公
立
保
育
園
の
平
成
　
年
３
月
現
在
の

２５

ク
ラ
ス
担
任
保
育
士
の
総
数
は
２
３
０
人
で
、

そ
の
う
ち
正
規
雇
用
の
保
育
士
は
１
４
９
人

で
す
。
ま
た
、
正
規
雇
用
保
育
士
の
う
ち
、

産
前
産
後
休
暇
と
、
育
児
休
業
中
の
職
員
は

　
人
で
す
。

２８　
　
正
規
雇
用
の
保
育
士
１
４
９
人
の
う
ち
、

　
人
が
産
休
や
育
休
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

２８数
も
引
く
と
正
規
の
保
育
士
の
率
は
　
％
で

５２

す
。
こ
れ
に
加
え
て
長
時
間
対
応
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
や
、
指

　
　
結
果
を
踏
ま
え
て
、
施
設
を
ど
の
程
度

長
寿
命
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
及
び
鉄
骨
造
の

建
築
物
を
長
寿
命
化
し
た
場
合
の
耐
用
年
数

は
、
現
時
点
で
最
大
　
年
と
す
る
こ
と
を
検

８０

討
し
て
い
ま
す
。

　
　
再
配
置
プ
ラ
ン
に
は
、
公
民
連
携
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
つ
も
り
で
す
か
。

　
　
「
未
利
用
・
低
利
用
の
公
共
施
設
を
民
間

に
譲
渡
・
貸
付
す
る
」
あ
る
い
は
「
公
共
施

設
の
建
設
、
運
営
を
行
政
に
代
わ
っ
て
民
間

が
行
う
」
さ
ら
に
は
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
地

域
や
民
間
に
開
放
し
て
い
く
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
　
西
尾
市
教
育
委
員
会
で
は
、
過
去
に
「
体

罰
」
と
思
わ
れ
る
問
題
が
発
生
し
た
例
は
あ

り
ま
す
か
。
ま
た
、
相
談
窓
口
設
置
に
つ
い

て
の
認
識
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
体
罰
と
思
わ
れ
る
不
祥
事
は
本
市
で
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
改
め
て
体
罰

に
対
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
相
談
窓

口
の
設
置
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
学
校
と
保
護
者
、
地
域
に
お
け
る
児
童
・

生
徒
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
変

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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牧
野
　
勝
子
　
議
員

■問 ●答 

時
代
に
即
応
し
た
保
育
園
・

幼
稚
園
行
政
に
つ
い
て

公
民
連
携
に
よ
る
公
共
施
設

再
配
置
の
推
進
に
つ
い
て

　
牧
野
　
次
郎
　
議
員

子
ど
も
・
障
が
い
者
等
の
福

祉
医
療
制
度
改
悪
中
止
を

教
育
現
場
に
お
け
る「
体
罰
」

の
問
題
に
つ
い
て

■問 ●答 ■問 ●答 

●答 ■問 ●答 

■問 

■問 
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市
民
や
観
光
に
と
っ
て
も
貴
重
で
す
。
西
尾

市
の
自
然
美
に
関
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
、
ど
の
よ
う
に
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
か
。

　
　
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
創
出
に
向

け
て
は
、
行
動
計
画
で
あ
る
西
尾
市
環
境
基

本
計
画
を
基
に
行
政
と
市
民
が
力
を
合
わ
せ

て
、
人
と
自
然
が
共
生
し
た
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
合
併
後
初
め
て
実
施
し
た
「
市
政
世
論

調
査
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。合
併
し
て
「
住

み
よ
い
ま
ち
に
な
っ
た
」
と
答
え
た
方
が
、

５
・
２
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
「
住
み
に
く

い
ま
ち
に
な
っ
た
」
が
　
・
８
％
に
達
し
ま

２０

し
た
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
、
ど
の
よ
う
な
改
善
策
を
と
っ
て
い
き
ま

す
か
。

　
　
こ
の
調
査
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
て

い
ま
す
。「
行
政
と
地
域
と
の
連
帯
感
が
弱
く

な
っ
た
」、
「
行
政
手
続
が
し
に
く
く
な
っ
た
」

と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
支
所
で

対
応
で
き
な
い
不
満
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
対
応
を
心
が
け

て
い
き
ま
す
。

教
師
の
体
罰
に
つ
い
て
、
西
尾
市
の
実
情
は

ど
の
よ
う
で
す
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
防
ぐ
手

だ
て
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
ま
す
か
。

　
　
改
め
て
体
罰
に
関
す
る
実
態
調
査
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
体
罰
を

含
む
不
祥
事
防
止
に
向
け
て
、
校
内
研
修
の

充
実
、
生
徒
指
導
者
会
で
の
確
認
、
学
校
訪

問
で
の
直
接
指
導
な
ど
に
よ
っ
て
指
導
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
就
職
で
き
ず
、
前
途
を
悲
観
し
、
自
ら

命
を
絶
つ
若
い
方
も
か
な
り
の
数
に
な
り
ま

す
。
西
尾
市
は
、
特
に
若
い
方
の
雇
用
に
関

し
て
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
行
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
市
で
は
、
毎
月
、
西
尾
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

よ
り
市
内
の
雇
用
に
関
す
る
状
況
報
告
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
県
と
連
携
し
た
「
若
年

者
就
職
相
談
窓
口
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
西

尾
市
雇
用
促
進
協
議
会
へ
の
委
託
事
業
と
し

て
、
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
等
卒
業
予
定

者
向
け
の
合
同
企
業
説
明
会
や
高
等
学
校
と

の
情
報
交
換
会
、
求
職
者
向
け
就
職
説
明
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
の

２４

企
業
説
明
会
は
、
西
尾
市
単
独
、
碧
南
市
と

の
合
同
、
西
三
河
合
同
の
３
回
を
実
施
し
ま

し
た
。
３
回
の
説
明
会
の
参
加
企
業
は
、
延

べ
１
５
９
社
で
、
参
加
者
は
約
１
千
３
０
０

人
で
、
卒
業
予
定
者
の
ほ
か
既
卒
者
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
　
地
域
の
方
々
と
、
「
平
原
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
の
里
」
の
造
成
に
た
ず
さ
わ
り
、
自
然
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
美
し
い
自
然
は
、

機
関
と
調
整
し
て
構
築
に
あ
た
り
ま
す
。

　
　
浸
水
の
緊
急
時
に
は
、
汚
水
し
か
流
せ

な
い
公
共
下
水
道
を
活
用
し
て
、
雨
水
も
流

せ
る
よ
う
に
県
に
働
き
か
け
ま
せ
ん
か
。

　
　
そ
の
よ
う
に
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
行
財
政
改
革
第
４
次
実
行
計
画
で
、
水

道
料
金
の
見
直
し
と
実
質
値
上
げ
の
方
針
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
工
事
費
や
受
水
費
用
が
増
加
す
る
中
、

財
源
確
保
の
た
め
に
水
道
料
金
の
見
直
し
も

視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
　
経
営
健
全
化
計
画
で
は
、
会
計
が
維
持

で
き
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革

で
は
、
赤
字
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
と
な
り
ま

し
た
。
な
ぜ
で
す
か
。

　
　
行
革
の
計
画
時
に
は
、
赤
字
を
予
測
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
赤
字
の
回
避
に
努
力

を
し
て
い
る
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
　
生
き
る
希
望
を
教
え
る
べ
き
学
校
で
、

様
々
な
悲
し
い
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
　
障
が
い
者
医
療
で
１
千
８
４
５
人
、
子

ど
も
医
療
で
２
万
４
千
６
５
６
人
、
母
子
家

庭
で
２
千
５
７
３
人
な
ど
３
万
３
千
４
６
０

人
が
対
象
と
な
っ
て
い
て
、
市
と
し
て
は
、

必
要
な
制
度
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
改
悪
が
進
め
ら
れ
て
も
、
市
は
制
度
を

後
退
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
市
と
し
て
は
、
制
度
を
後
退
さ
せ
る
よ

う
な
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
福
祉
医
療
制
度
の
有
料
化
に
対
し
、
反

対
の
意
思
表
示
を
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

　
　
制
度
は
十
分
認
識
し
て
い
る
の
で
、
し

っ
か
り
と
県
に
申
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
昨
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
二
の
沢
川
周
辺
の
浸
水
被
害
対
策

の
強
化
策
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
現
在
、
調
整
池
を
拡
張
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
二
の
沢
排
水
路
か
ら
の
逆
流
防
止
フ

ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
新
設
や
市
道
の
歩
道
に
集

水
ま
す
を
設
け
、
自
動
水
位
計
と
連
動
し
た

排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
で
、
被
害
の
解
消
に
努

力
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
や
水
防

計
画
の
対
象
に
も
加
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
道
路
冠
水
を

知
ら
せ
る
水
位
計
や
パ
ト
ラ
イ
ト
設
置
な
ど

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
良
い
提
案
な
の
で
、
関
係
す
る
部
局
、

にしお
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２５ 平平成成２２５５年年５５月月１１６６日日号号広報
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…………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
髙
野
　
邦
良
　
議
員

と
も
に
生
き
る
人
と
自
然
、

そ
し
て
暮
ら
し
に
つ
い
て

市
街
地
で
常
習
す
る
浸
水
地
域
の
対
策
を

水
道
料
金
の
値
上
げ
の
回
避
を

■問 ●答 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ■問 ●答 

■問 ●答 ●答 ■問 

■問 ●答 ●答 
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広広報報平平成成２２５５年年５５月月１１６６日日号号 ２２６６

　地方自治法の一部を改正する法律が公布されたことに
伴い、改正するものです。

★西尾市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を
　改正する条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律等が施行された
ことに伴い、新たに条例を制定するものです。

★西尾市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
　及び運営に関する基準等を定める条例の制定につい
　て

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律等が施行された
ことに伴い、新たに条例を制定するものです。

★西尾市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
　員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の制
　定について

　新型インフルエンザ等対策特別措置法が公布されたこ
とに伴い、新たに条例を制定するものです。

★西尾市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定につ
　いて

　市街化調整区域における開発行為及び建築等の許可の
基準に関し必要な事項を定めるため、新たに条例を制定
するものです。

★西尾市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準
　に関する条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律が施行されたこ
とに伴い、新たに条例を制定するものです

★西尾市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関
　する基準を定める条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律が施行されたこ
とに伴い、新たに条例を制定するものです。

★西尾市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の
　設置に関する基準を定める条例の制定について

　職員を派遣できる団体の名称変更のため、改正するも
のです。

★公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部
　を改正する条例の制定について

　社会情勢に即するよう措置する必要が生じたため、改
正するものです。

★西尾市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正
　する条例の制定について

　社会情勢に即するよう措置する必要が生じたため、改
正するものです。

★西尾市特別職員退職手当支給条例の一部を改正する
　条例の制定について

　社会情勢に即するよう措置する必要が生じたため、改
正するものです。

★西尾市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に
　関する条例の一部を改正する条例の制定について

　地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健
福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律が
公布されたこと等に伴い、改正するものです。

★西尾市障害者自立支援条例等の一部を改正する条例
　の制定について

　西尾市立白ばら学園の名称及び位置を変更するため、
改正するものです。

★西尾市児童発達支援センターの設置及び管理に関す
　る条例の一部を改正する条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律が施行されたこ
とに伴い、改正するものです。

★西尾市下水道条例の一部を改正する条例の制定につ
　いて

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律が施行されたこ
とに伴い、改正するものです。

★西尾市都市下水路等の設置及び管理に関する条例の
　一部を改正する条例の制定について

　西尾市農業集落家庭排水処理施設（福地中部地区）を
供用開始するため、改正するものです。

★西尾市農業集落家庭排水処理施設の設置及び管理に
　関する条例の一部を改正する条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律が施行されたこ
とに伴い、改正するものです。

★西尾市都市公園条例の一部を改正する条例の制定に
　ついて

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律が施行されたこ
とに伴い、改正するものです。

★西尾市有料駐車場の設置及び管理に関する条例の一
　部を改正する条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律が施行されたこ
と等に伴い、改正するものです。

★西尾市市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部
　を改正する条例の制定について

　西尾市環境事業所及び公園緑地用地として土地を取得
するため、議会の議決に付すものです。

★土地の取得について

３月定例会で可決された議案
☆人権擁護委員に、野澤甲司氏及び深谷隆春氏の２人を推薦することに同意しました。

☆固定資産評価審査委員会委員に、長谷川和幸氏、廣瀬成隆氏及び大村義秋氏の３人を
　選任することに同意しました。
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２７ 平平成成２２５５年年５５月月１１６６日日号号広報

■ホームページ（http：//www.city.nishio.aichi.jp/）で、本会議、委員会の会議録（質問者、回答者のすべての内容）の

　他、録画映像（一般質問等）が閲覧できます。

室

集

編

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

◎
　
中
村
　
眞
一
　
○
　
前
田
　
　
修

　
　
松
井
晋
一
郎
　
　
　
永
山
　
英
人

　
　
稲
垣
　
一
夫
　
　
　
颯
田
　
栄
作

　
　
髙
野
　
邦
良
　
　
　
大
竹
　
　
忍

西
尾
市
議
会
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
電
　
話
　
　
―
２
１
８
２

６５

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
―
０
３
１
１

54

　
私
た
ち
は
、
市
民
の
皆
様
に
、
こ
の

「
議
会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
で
き
る
こ
と

を
生
き
が
い
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
ま
す
。

長
い
時
間
と
深
い
思
い
を
こ
め
て
紙
面
を

完
成
し
た
瞬
間
か
ら
、
皆
様
方
が
ど
の
よ

う
に
受
け
と
め
て
く
だ
さ
る
か
が
気
に
な

り
だ
し
ま
す
。
好
意
的
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

「
広
報
に
し
お
」
に
折
り
込
ま
れ
る
「
議

会
だ
よ
り
」。
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、市
民
協

働
を
象
徴
す
る
ひ
と
つ
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

「
市
」
と
「
民
」
の
今
の
情
報
が
織
り
込

ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
を
融
合
す
る
の
が

議
会
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。
言
葉
は
心
を

表
す
大
切
な
も
の
で
す
。
議
会
は
、
そ
の

言
葉
で
「
義
」
を
追
求
す
る
場
で
す
。
皆

様
の
「
義
」
と
い
う
心
を
反
映
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、「
議
会
だ
よ
り
」

を
ご
愛
読
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■３月定例会に出された請願書・陳情書

議
会
テ
レ
ビ
中
継
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

放
送
日

７
月
　
日（
火
）（
７
月
　
日
 一
般
質
問
）

２３

２２

７
月
　
日（
水
）（
７
月
　
日
 一
般
質
問
）

２４

２３

７
月
　
日（
木
）（
７
月
　
日
 一
般
質
問
）

２５

２４

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ「
キ
ャ
ッ
チ
」

　
デ
ジ
タ
ル
　

１
０
６
Ｃ
Ｈ
で
放
映

　【
放
送
開
始
時
間
】

い
ず
れ
も
　
時
か
ら
で
す
。

１８

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
を
見
て
み
よ
う

　
西
尾
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

７
月
　
日
（
金
）
本
　

会
　

議

１９

　
　
　
日
（
月
）
本
　

会
　

議

２２

　
　
　
日
（
火
）
本
　

会
　

議

２３

　
　
　
日
（
水
）
本
　

会
　

議

２４

　
　
　
日
（
金
）
文

教

委

員

会

２６

　
　
　
日
（
月
）
厚

生

委

員

会

２９

　
　
　
日
（
火
）
経
済
建
設
委
員
会

３０

　
　
　
日
（
水
）
企
画
総
務
委
員
会

３１

８
月
９
日
（
金
）
本
　

会
　

議

　
　
開
会
時
間
は
午
前
　
時
で
す
。

１０

　
　
　
＊
本
会
議
は
議
場

　
　
　
＊
委
員
会
は
第
一
委
員
会
室

　
６
月
定
例
市
議
会

　
　
開
催
予
定
の
お
知
ら
せ

　一般会計補正予算（第５・６号）・公共下水道事業特別会
計補正予算（第４号）・農業集落排水事業特別会計補正予
算（第３号）・介護保険特別会計補正予算（第３号）・病院事
業会計補正予算（第２号）・水道事業会計補正予算（第２・
３号）

★平成２４年度３月補正予算

　一般会計予算・国民健康保険特別会計予算・公共下水道
事業特別会計予算・農業集落排水事業特別会計予算・介護
保険特別会計予算・後期高齢者医療特別会計予算・佐久島
診療所事業特別会計予算・病院事業会計予算・水道事業会
計予算・渡船事業会計予算

★平成２５年度当初予算

　地方税法の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、
改正するものです。

★西尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条
　例の制定について

　矢田ふれあいセンター建設工事の施行に伴い、工事請負契
約を締結するためのものです。

★工事請負契約について

■４月臨時会で可決された議案

◎今回の６月議会は７月１９日から開会します。

（紹介議員）
牧野　次郎
牧野　勝子

西尾市鳥羽町南荒井１０－５
倉地　則雄
（賛同者２３５人）

★「期日前投票所」を増やすことを求める請願書

西尾市住崎２－８７
冨田　琴美

★豚舎による悪臭の完全撤廃を求める陳情書

不採択

趣旨採択



■対 対象　■日 日時
■受 受付時間　■内 内容
■持 持ち物　■注 注意
■申 申込方法　■そ そのほか

平成２５年５月１６日号 広報 ２８

　
　
朝
、
両
手
指
の
関
節
が
こ
わ

ば
り
ま
す
。
リ
ウ
マ
チ
で
し
ょ
う

か
。
以
前
と
違
い
、
良
い
治
療
法

が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
…
。

整
形
外
科
　
浅
井
秀
司

関
節
リ
ウ
マ

チ
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
の

病
気
は
女
性
に
多
く

（
男
性
の
４
～
５
倍
）
、
　
歳
～
　
歳

３０

６０

代
に
多
く
発
症
し
ま
す
。
特
徴
的
な
症

状
は
手
首
や
手
指
、
足
指
な
ど
の
関
節

の
腫
れ
と
痛
み
で
、
そ
の
ほ
か
に
疲
労

感
や
微
熱
、
食
欲
不
振
、
体
重
減
少
な

ど
の
全
身
症
状
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
適
切
な
治
療
を
せ
ず
に
放
っ
て
お

く
と
、
関
節
が
変
形
し
機
能
障
害
が
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る
治
療
法
は
、

近
年
目
覚
ま
し
く
進
歩
し
て
い
ま
す
。

薬
に
よ
り
、
痛
み
な
ど
症
状
を
感
じ
な

い
状
態
ま
で
に
治
療
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
症
状
の
進
行

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

発
見
し
治
療
を
始
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
よ
う
で
し

た
ら
、
早
期
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
浅
井
医
師
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病

院
整
形
外
科
の
医
師
で
、
市
民
病
院
で
の

診
療
は
毎
週
水
曜
日
で
す
。
受
診
を
希
望

す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。※一部地区を除く。
●都合により受けられない場合は、１週間前までに連絡してください。
●１歳６か月児・２歳児歯科・３歳児健診の際、希望者にはフッ素塗布を実施します。
●事前に配布した各健診受診票は記入してきてください。お持ちでない方は連絡してください。

幡 豆 地 区

幡 豆い き い き セ ン タ ー

吉 良 地 区

吉良保健センター

一 色 地 区

一色健康センター

西 尾 地 区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 ２５年２月１日～１５日生…■日 ６月１９日昌
■対 ２５年２月１６日～２８日生…■日 ６月２６日昌
■受 午後１時～１時１０分　　　　　　　　
■そ 離乳食教室（前期）も実施します。　
※場所…吉良保健センター　　　　　　

■対 ２５年２月１日～１２日生…■日 ６月７日晶
■対 ２５年２月１３日～１９日生…■日 ６月１４日晶
■対 ２５年２月２０日～２８日生…■日 ６月２１日晶
■受 第１子…午後１時～１時２０分
　第２子以降…午後０時５０分～１時１０分
■そ 離乳食教室（前期）も実施します。

４か月児健診

■持 母子健康手帳、受診票、バスタ
オル１枚、替えのおむつ

※６月は実施しま
せん。

※６月は実施しま
せん。

■対 ２３年１０・１１月生
■日 ６月１１日昇
■受 午後１時～２時

■対 ２３年１０月１日～６日生…■日 ６月５日昌
■対 ２３年１０月７日～１７日生…■日 ６月１２日昌
■対 ２３年１０月１８日～３１日生…■日 ６月１９日昌
■受 午後１時～２時

１歳６か月児健診

■持 母子健康手帳、受診票、歯ブラ
シ、替えのおむつ

※６月は実施しま
せん。

■対 ①２２年１０月生
　②２３年４月生
■日 ６月１７日捷
■受 ①午後１時３０分
～２時

　②午後１時～１
時３０分

■対 ①２２年１０月生
　②２３年４月生
■日 ６月１８日昇
■受 ①午後１時３０分
～２時

　②午後１時～１
時３０分

■対 ①２２年１０月１日～１６日生
　②２２年１０月１７日～３１日生
　③２３年４月１日～１４日生
　④２３年４月１５日～３０日生
■日 ①②６月１０日捷　③④６月２４日捷
■受 ①③午後１時～２時
　②④午後１時３０分～２時３０分

２歳児歯科健診

■持 母子健康手帳、受診票、歯ブラ
シ、替えのおむつ

■対 ２２年２・３月生
■日 ６月２１日晶
■受 午後０時５０分～
　１時３０分

■対 ２２年２月生
■日 ６月２８日晶
■受 午後０時５０分～
　１時３０分

■対 ２２年２月生
■日 ６月１４日晶
■受 午後０時５０分～
　１時３０分

■対 ２２年２月生
■日 ６月４日昇・１１日昇・１８日昇
■受 午後０時５０分～１時５０分

３歳児健診

■持 母子健康手帳、受診票、目と耳
のアンケート、歯ブラシ

■対 妊婦、産婦（産後１年以内）
■日 ６月３日捷　　　　　　　　
■受 午後１時３０分～２時３０分　　
※場所…吉良保健センター　　

■対 妊婦、産婦（産後１年以内）
■日 ６月１７日捷
■受 午後１時３０分～２時３０分

妊産婦歯科健診

■持 母子健康手帳、歯ブラシ

幡豆地区

幡豆 い き い き セ ン タ ー

吉良地区

吉良保健センター

一色地区

一色健康センター

西尾地区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■日 月～金曜日（祝日を除く）　　　　　
■受 午前８時３０分～正午、午後４時～５時
※場所…吉良保健センター　　　　　　

■日 月～金曜日（祝日を除く）
■受 午前８時３０分～正午、午後４時～５時

保健相談
■内 健康に関することの相談全般

■日 月～金曜日（祝日を除く）　　　 　　
■受 午前８時３０分～１１時３０分　  　　　 　
都合の悪い方はご相談ください。   
※場所…吉良保健センター　　　　　 　

■日 月～金曜日（祝日を除く）
■受 午前８時３０分～１１時３０分
　都合の悪い方はご相談ください。

母子健康手帳交付と
妊婦相談
■内 母子健康手帳の交付と妊娠中の
相談全般　■持 妊娠届出書

問合先　市民病院（緯５６・３１７１）　
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幡豆地区

幡豆 い き い き セ ン タ ー

吉良地区

吉良保健センター

一色地区

一色健康センター

西尾地区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 ２４年６月１日～１５日生……■日 ６月２０日昭
■対 ２４年６月１６日～３０日生……■日 ６月２７日昭
■受 午後１時～１時１５分　　　　　　　　　
※場所…吉良保健センター　　　　　　　

■対 ２４年６月１日～１４日生…■日 ６月１３日昭
■対 ２４年６月１５日～３０日生…■日 ６月２７日昭
■受 午後１時～２時

１歳児育児相談
■内 育児・歯科相談　■持 母子健康手
帳、受診票、歯ブラシ

■対 １歳未満のお子
さん
■日 ６月１２日昌
■受 午前９時３０分～
　１１時

■対 １歳未満のお子
さん
■日 ６月１９日昌
■受 午前９時３０分～
　１１時

■対 １歳未満のお子
さん
■日 ６月２６日昌
■受 午前９時３０分～
　１１時

■対 生後４か月までのお子さん
■日 ６月１１日昇・２８日晶
■受 午前９時３０分～１１時３０分

おめでとう相談
■内 身体計測、母乳・育児相談など
■持 母子健康手帳、バスタオル

■日 ６月２１日晶
■受 午前９時３０分～
　１１時

■日 ６月３日捷
■受 午後１時３０分～
　２時３０分

■日 ６月１４日晶
■受 午前９時３０分～
　１１時

■日 ６月１７日捷
■受 午後１時３０分～２時３０分
※医師による健康相談は午後２時から。

健康相談

▼育児相談…■内 乳幼児の発達や育
　児の悩み　■持 母子健康手帳

▼一般相談…■内 健康や栄養など全
　般

●さくらんぼクラブ　　　　　　　
■対 多胎児の親子、多胎妊娠中の妊婦
■日 ６月１８日昇　　　　　　　　　　
■受 午前１０時～１１時３０分　　　　　　
　※場所…西尾市保健センター　　　　

多胎児の会
■内 育児相談や母親同士の交流など
■申 初めての方は電話で西尾市保健
センターへ。

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。※一部地区を除く。
●都合により受けられない場合は、お問い合わせください。
●１歳児育児相談、おめでとう相談、健康相談は申し込み不要です。

◆地区の割り振り
西尾地区…一色・吉良・幡豆地区以外にお住まいの方
一色地区…一色町にお住まいの方
吉良地区…吉良町にお住まいの方
幡豆地区…東幡豆町、西幡豆町、鳥羽町、寺部町にお住まいの方

■注 暴風警報や東海地震予知情報（警戒宣言）が発令している場合は次のとおりです。▲

午前の事業…午前８時の時点で発令中の場合は中止します。　

▲

午後の事業…午前１１時の時点で発令中の場合は中止します。
　※代替日などはお問い合わせください。

※右ページへ。

一色・吉良・幡豆地区

吉良保健センター

西 尾 地 区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 妊婦　　　　　　　　　　　　
■日 ６月２８日晶　　　　　　　　　

　　■内 講話３「赤ちゃんとの楽しい生活」
■受 午前９時４５分～１０時　　　　　
■申 事前申し込みは不要。　　　　
※場所…西尾市保健センター　　

マタニティクラス
■内 マタニティサロン、講話など

■対 ２４年１１月生まれの方の保護者
■日 ６月２０日昭
■受 午前９時３０分～９時５０分
■申 電話で吉良保健センターへ。

■対 ２４年１１月１日～１５日生まれの方の保護者…………
　…………………………………………■日 ６月５日昌
■対 ２４年１１月１６日～３０日生まれの方の保護者…………
　…………………………………………■日 ６月１９日昌
■受 午前９時３０分～９時５０分
■申 電話で西尾市保健センターへ。

離乳食教室（後期）
■内 離乳食についての話

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。
●母子健康手帳を必ず持参してください。
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■対 対象　■受 受付時間
■持 持ち物　■注 注意　
■費 費用　■そ そのほか

そ の 他 ・ 注 意対　　　　象予 防 接 種 名

■そ 対象者には４月に予診票兼接種依頼書を郵送しました。対
象以前生まれで、接種を終えていない７歳半未満の方は、
お問い合わせください。
■注 予防接種手帳につづられている予診票や、集団接種用の予
診票は使えません。　

●１期初回
■対 ２１年４月２日～２２年４月１日生
（年少児相当）

日本脳炎

■そ 対象者には、初回２回接種完了のおおむね１年後に、予診
票兼接種依頼書を郵送します。対象以前生まれで、接種を
終えていない７歳半未満の方は、お問い合わせください。
■注 予防接種手帳につづられている予診票や、集団接種用の予
診票は使えません。　

●１期追加
■対 ２０年４月２日～２１年４月１日生
（年中児相当）

■そ 小学２・３年生の対象者には予診票兼接種依頼書を郵送し
ます。その他の希望者には申し込み手続き後、予診票兼接
種依頼書を郵送します。９月１３日晶までに、電話で西尾地
区は西尾市保健センター、一色・吉良・幡豆地区は吉良保
健センターへ、申し込んでください。日本脳炎の接種歴を
確認しますので、母子健康手帳をご用意ください。

●１期未完了者
■対 ７年４月２日～１９年４月１日生
（小学１年生～高校３年生相当）
で１期３回接種を終えていない
方

■そ 希望者には申し込み手続き後、予診票兼接種依頼書を郵送
します。９月１３日晶までに、電話で西尾地区は西尾市保健
センター、一色・吉良・幡豆地区は吉良保健センターへ、
申し込んでください。日本脳炎の接種歴を確認しますので、
母子健康手帳をご用意ください。

●２期
■対 ９歳～高校３年生相当で１期３
回接種を終えている方

■そ 対象者には生後２か月ころまでに予診票兼接種依頼書を郵
送しました。対象以前生まれで、接種を終えていない５歳
未満の方は予診票兼接種依頼書をお渡ししますので、母子
健康手帳を持参の上、西尾地区は西尾市保健センター、一
色・吉良・幡豆地区は吉良保健センターへお越しください。

■対 ２５年３月生ヒブ・小児用肺炎球菌

■そ 対象者には４月に予診票兼接種依頼書を郵送しました。
■対 中学１年生、高校１年生相当の
女子

子宮頸がん予防
■そ 対象者には６月に予診票兼接種依頼書を郵送します。お急
ぎの方には予診票兼接種依頼書をお渡ししますので、母子
健康手帳を持参の上、西尾地区は西尾市保健センター、一
色・吉良・幡豆地区は吉良保健センターへお越しください。

■対 中学２・３年生の女子で３回接
種を終えていない方

Vacina contra o câncer
cervical ou do colo do útero
(HPV papilomavírus humano)

Vacina Hib
Vacina pneumocócica pediátrica

日　　時　　な　　ど対　象内　　  容

▼中央児童館（緯５７・５６６１）

▼６日昭・２０日昭　午前１０時３０分
～１１時３０分…親子リズム

▼１３日昭　午前１０時３０分～１１時…
積み木あそび

▼２７日昭　午前１０時３０分～１１時…
笹飾り作り

０～３歳ちびっこ集まれ

１５日松　午後２時～２時３０分…押
し花

小学生いっしょにあそぼ

２０日昭　午後４時～４時３０分小学生お茶会

１５日松　午前９時～午後５時
１６日掌　午前９時～午後３時

幼児～
小学生

かぶと虫展

▼吉良児童館（緯３２・１１９１）

６日昭…親子体操
１３日昭…読み聞かせ
２０日昭…リトミック
２７日昭…たなばた製作
午前１０時３０分～１１時

０～３歳ちびっこ集まれ

１５日松　午後１時３０分～３時
※要予約。定員１０人。

小学生
父の日プレゼント作
り

２９日松　午後１時３０分～３時
※要予約。定員１０人。

小学生ドミノで遊ぼう

日　　時　　な　　ど対　象内　　  容

▼一色児童センター（緯７４・２８００）

５日昌…歯磨きあそび
１２日昌…リズム遊び
１９日昌…手作りおもちゃ
２６日昌…親子体操
午前１０時３０分～１１時

０～３歳ちびっこ集まれ

９日掌　午前１０時３０分～１１時３０分
３歳～
小学生

ジャガイモ掘り

１５日松　午後２時～３時
３歳～
小学生

父の日プレゼント作
り

２２日松　午後２時～２時３０分
３歳～
小学生

三味線でうなちゃん
音頭

▼幡豆児童館（緯６３・０１３１）

５日昌・１９日昌…親子リズム
１２日昌…にこにこクラブ
２６日昌…製作あそび
午前１０時３０分～１１時

０～３歳ちびっこ集まれ

１５日松　午後１時３０分～３時
※要予約。

年少児～
小学生　

父の日プレゼント作
り

２日掌　午後１時３０分～３時
年少～
年長児

トライキッズ！

２７日昭　午前１０時３０分～１１時３０分０～３歳歯みがき指導

●就学前のお子さんが参加する場合は、保護者同伴でお越しください。
●詳細は各施設に、直接お問い合わせください。
●児童館全般については、子育て支援課こども福祉担当（緯６５・２１０８）へ。

 ６
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Guia de Vacina Preventiva
◆地区の割り振り
西尾地区…一色・吉良・幡豆地区以外にお住まいの方
一色・吉良・幡豆地区…一色町、吉良町、東幡豆町、西幡豆町、
　　　　　　　　　　　鳥羽町、寺部町にお住まいの方
全地区……市内にお住まいの方　　　　　　　　

そ の 他 ・ 注 意対　　　　象予 防 接 種 名

■そ 対象者はお問い合わせください。
■注 午前１１時の時点で暴風警報や東海地震予知情報（警戒宣言）
が発令中の場合は中止します。
　※代替日などはお問い合わせください。

■対 ２４年１２月３１日以前生まれで、接
種を終えていない１歳未満の方ＢＣＧ

そ の 他 ・ 注 意対　　　　象予 防 接 種 名

■そ 対象者には生後２か月ごろに予診票兼接種依頼書を郵送し
ました。４種混合ワクチンの流通状況などにより４種混合
予防接種ができない場合は、ＤＰＴワクチンと単独の不活
化ポリオワクチンの接種も可能です。希望者は４種混合の
予防接種予診票と母子健康手帳を持参の上、西尾地区は西
尾市保健センター、一色・吉良・幡豆地区は吉良保健セン
ターへお越しください。
■注 ＤＰＴまたはポリオ（生・不活化ワクチン）を過去に接種
したことがある７歳半未満の方は、原則４種混合初回の接
種ができませんので、お問い合わせください。

●１期初回
■対 ２５年２月生

ジフテリア百日せき
破傷風ポリオ
（４種混合 ）

■そ 対象者はお問い合わせください。
■注 予防接種手帳につづられている予診票や、集団接種用の予
診票は使えません。

●１期初回
■対 ２４年６月以前生まれで、１期初
回３回接種を終えていない７歳
半未満の方

ジフテリア百日せき
破傷風混合（DPT）

■そ 対象者には予診票兼接種依頼書を郵送します。
■注 予防接種手帳につづられている予診票や、集団接種用の予
診票は使えません。

●１期追加
■対 １期初回３回接種を終えた後、
１年を経過した７歳半未満の方

■そ 対象者は２４年度までの予診票を新しい予診票兼接種依頼書
に差し替えることが必要です。２４年度までの予診票と母子
健康手帳を持参の上、西尾地区は西尾市保健センター、一
色・吉良・幡豆地区は吉良保健センターへお越しください。
■注 生ポリオワクチンを２回接種した方は、不活化ポリオワク
チンの接種は不要です。予防接種手帳につづられている予
診票や、集団接種用の予診票は使えません。

●１期初回
■対 生ポリオワクチン２回接種を終
えていない方、または生ポリオ
ワクチンと不活化ポリオワクチ
ンを合わせて３回接種を終えて
いない方

不活化ポリオ

■そ 対象者はお問い合わせください。
■注 不活化ポリオ初回３回接種には任意（自費）接種を含めます。

●１期追加
■対 不活化ポリオ初回３回接種を終
えた後、１年を経過した７歳半
未満の方

■そ 対象者には１歳児育児相談時に予診票兼接種依頼書をお渡
しします。対象以前に生まれた２歳未満のお子さんで予診
票などがない方は、お問い合わせください。

●１期
■対 ２４年５月生麻しん風しん混合

（MR）

■そ 対象者には４月に予診票兼接種依頼書を郵送しました。
●２期
■対 １９年４月２日～２０年４月１日生
（年長児相当）

■そ 対象者には４月に予診票兼接種依頼書を郵送しました。
■対 １３年４月２日～１４年４月１日生
（小学６年生）

ジフテリア・破傷風
混合（DT２期）

共通事項　指定医療機関へ予約をして、予診票兼接種依頼書と母子健康手帳を持参の上、期
限内に接種してください。予診票兼接種依頼書がない場合はお問い合わせください。

※右ページへ。



※西尾警察署の「困りごと相談緯５７・０１１０」や名古屋法務局西尾支局の「人権相談緯５７・２６２２（毎週水・木曜日、午前１０時～午後４時）」、西三
河県民生活プラザの「法律相談緯０５６４・２７・０８００（西三河総合庁舎１階、第２水曜日、午後１時３０分～３時、要予約）」もご利用ください。

●●相談は全て無料です。相談日が祝日と重なった場合は原則としてお休みです相談は全て無料です。相談日が祝日と重なった場合は原則としてお休みです。。
●市役所●市役所のの市民課市民課・収納課・子ども課・・収納課・子ども課・福福祉課には祉課にはポルトガル語を話せる職ポルトガル語を話せる職員員（臨（臨
時職員時職員））がいますがいます。。６６

問   合   先主　な　相　談　内　容場　 所日　　　  時相　 談

保 険 年 金 課 国 民 年 金 担 当
（緯６５・２１０４）

厚生年金・国民年金について。※受け
付け状況により、相談時間終了前でも
受け付けを終了する場合があります。

市役所多目的室 BCDE

市役所多目的室 BCDE

吉良支所第１会議室

市役所多目的室 BCDE

午前１０時～正午
午後１時～３時
※受け付けは午前８時
３０分から。

６月６日昭

　・１３日昭

　・２０日昭

　・２７日昭

年金相年金相談談

企画政策課行政評価委員会
（緯６５・２１５５）

市施策で申立人の利害に関する苦情市役所１１相談室午後１時３０分～３時６月３日捷・１７日捷行政評価苦行政評価苦情情申立申立

商 工 観 光 課 商 工  担 当
（緯６５・２１６８）

悪質商法や消費者トラブル、多重債務
問題。※電話相談 可。多重債務問題は
面談のみ 。

市役所１１相談室
※ ３ 日 捷 ・１７日 捷 の 午 
後 は 市 役 所 １３ 相 談 室 。

午前９時～正午
午後１時～４時

毎週月・木曜日消費生活相消費生活相談談

〃
労働条件、解雇、賃金などの労働問題
※予約制。予約は開催日前日の正午ま
でに商工観光課商工観光担当へ。

市役所１１相談室午後１時～４時６月１８日昇労働相労働相談談

収納課徴収担当
（緯６５・２１２９）

市 税 の 納 税 に 関 す る 相 談 （ 夜 間 ） 。納 税 も 可市役所収納課午後６時～８時６月１３日昭市税夜間納税市税夜間納税相相談談

〃市税の納税に関する相談。納税も可市役所行政情報ｺーﾅー午後１時～５時１５分６月３０日掌市税納税相市税納税相談談

市民課窓口担当
（緯６５・２１０１）

法律的専門知識を有する相談。※予約
制で各５人まで。予約は５月１６日昭か
ら市民課窓口担当へ。

寺 津ふ れ あ い セ ン タ ー

市役所１１相談室

市役所１１相談室

一色支所第１会議室

幡豆支所第２会議室

吉 良 町 公 民 館 会 議 室 ２

午後１時３０分～４時

６月１日松

　・４日昇

　・１１日昇

　・１３日昭

　・２０日昭

　・２７日昭

市民特別法律相市民特別法律相談談

〃土地などの売買や相続など市役所１１相談室午後１時～４時６月１２日昌登記相登記相談談

〃
紛争の目的の価格が １ ４ ０ 万円以下の民
事相談。※予約制で５人まで。予約は
５月１６日昭から市民課窓口担当へ。

市役所１１相談室午後１時３０分～４時６月１４日晶司法書司法書士士法律相法律相談談

〃行政全般に対する苦情や要望
市役所１１相談室

吉 良 町 公 民 館 会 議 室 ２ 
午前１０時～正午６月１４日晶行政相行政相談談

〃

いじめ、嫌がらせ、虐待、差別、セク
ハラ、ＤＶなどの日常生活における心
配ごとや悩みごと。※一色支所・総合
福祉センターは弁護士同席。

 吉 良 町 公 民 館 会 議 室 ２

一色支所第１会議室 

総合福祉センター

幡豆 い き い き セ ン タ ー

午後１時３０分～４時　
※受け付けは午後 ３時
３０分まで。

６月７日晶

　・１４日晶

　・１５日松

　・２１日晶

人権相人権相談談

市民協働課市民協働担当
（緯６５・２１７８）

スペイン語、ポルトガル語、英語によ
る生活上、行政上の相談市役所１１相談室午後１時～４時６月７日晶・２１日晶外国人相談 外  国  人  相  談 

がいこくじんそうだがい こく じん そう だんん

西尾市 保健 セ ン タ ー（緯
５７ ・０６６１）、 吉 良 保 健 セ 
ン ター（緯３ ２ ・ ３００ １ ）

心の悩みを抱える方やその家族からの
相談。※予約制。予約は電話で各問合
先か福祉課自立支援担当へ。

西尾市保健センター

吉良保健センター
午後１時～５時

６月６日昭

　・２１日晶
こころの健康相こ こ ろ の健康相談談

家庭児童支援課要保護
児童担当（緯５６・３１１３）

就園前のお子さんの発達や、育児全般、
児童虐待について。※電話相談可。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日育児・虐育児・虐待待相談相談

家庭児童支援課ＤＶ相
談担当（緯５６・３１１３）

配偶者などからの暴力に関する相談。
※電話相談可。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日ＤＶ相ＤＶ相談談

家庭児童支援課児童相
談担当（緯５６・０３２４）

児童の性格や家族関係、学校生活など
の電話・面接相談。※予約も可。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課
※土曜日は多目的室Ａ。

午前９時～午後４時
※土曜日は正午まで。

日曜日・祝日を除く
毎日

児童相児童相談談

家 庭 児 童 支 援 課 母 子 担 当
（緯６５・２１７９）

母子家庭の困りごとや自立生活に関す
ること

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日母子家庭相母子家庭相談談

西三河福祉相談センタ
ー（緯０５６４・２７・２７７９）

療育手帳の新規交付・再判定に関する
こと。事前に予約が必要 

総合福祉ｾﾝﾀー相談室

吉良保健センター
午前１０時～午後３時

６月６日昭・２０日昭

　・１３日昭
児児童童巡回相巡回相談談

福祉課社会福祉担当
（緯６５・２１１４）

内職の紹介と事業所の登録総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前１０時～午後３時毎週金曜日内職相内職相談談

障害者虐待防止センタ
ー（緯６５・２１１７）

障害者に対する虐待に関する相談。 
※電話相談可。

障害者虐待防止ｾﾝﾀー
（市役所福祉課内）

午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日障害者虐待相障害者虐待相談談

福祉課障害者福祉担当
（緯６５・２１１３）

知的障害者と家族の困りごと総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前９時～正午毎月第２水曜日知的障害者相知的障害者相談談

〃身体障害者と家族の困りごと総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前９時～正午毎月第１・第４月曜日身体障害者相身体障害者相談談

市社会福祉協議会総務
課（緯５６・５９００）

結婚相手の紹介。※申込金 ５ ０ ０ 円と写
真２枚が必要。

総合福祉ｾﾝﾀー相談室午後１時～３時
毎週火曜日と毎月第
１・第３日曜日

結婚相結婚相談談

児童・生徒 支援 セ ン タ ー
（緯５７・０５５５／緯７３・４５７２）

小・中学生のいじめや不登校などに関す
る心配ごとや悩みごと。※面接相談可。

中央ふれあいセンター

一色健康センター
午前９時～午後４時毎週月～金曜日

児児童童・・生生徒徒
心配ごと相心配ごと相談談

子育て支援センター
（緯５７・2602）

就学前のお子さんの育児、生活習慣、
心配ごとなど

子育て支援センター
（八ツ面保育園内）

午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日育児相育児相談談

広広報報平平成成２２５５年年５５月月１１６６日日号号 ３３２２
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《このコーナーに掲載する記事を募集》申し込みは所定の投稿用紙に必要事項を記入の上、掲載を希望する号の前月の１０日までに、直接または

ファクスで秘書課広報担当（緯６５・２１５９／胃５７・１３１３）へ。投稿用紙は同担当に用意。市のホームページからもダウンロードできます。ただし、

紙面の都合により掲載できない場合もあります。営利目的や政治・宗教関係、特定の人や団体のみを対象とした記事などはお断りします。

３３ 平成２５年５月１６日号広報

　このコーナーの内容は市民の皆さんなどからの原稿を基に作
成しています。費用が無料のもの、どなたでも参加できるもの、
申し込み期限などの期日の定めがないものは、金額、対象者、
期日を記載していません。紙面の都合で全てをお伝えできませ
んので詳細については各記事の問合先に確認してください。

第３３回仁吉まつり

　義理と人情に生きた吉良仁吉をしのん

で行われる祭りです。 ▼期日／６月２日

掌※小雨決行、荒天中止。 ▼場所／源徳

寺（吉良町） ▼内容／午前１０時…墓前祭、

１０時３０分～午後２時…仁吉まつり（吉良

小唄歌舞披露、餅つき大会と餅のふるま

い、模擬店など） ▼主催／吉良・まちづ

くり協議会、仁吉まつり実行委員会

▲

問

合先／西尾みなみ商工会（緯３２・１１４１）

催し
市制６０周年記念ＣＭの　　　　
題材・出演者募集

　自分の知っている西尾の風景や名所、

撮影スポットを募集します。ＣＭ出演者

も募集します。 ▼対象／市内在住または

在勤、在学、西尾市にゆかりのある方 ▼

申込・問合先／題材は９月３０日捷、出演

者は９月９日捷まで随時募集。Ｅメール

で、若い世代でつくる西尾映像団　長瀬

（死 n i shi o .cm @g mail . c o m ／高畠町）へ。 ▼

その他／詳細は同団体ブログ（http:/ / n i 

shiocm . blog . fc2 . com/ ）をご覧ください。

募集

西尾・岩村友好の会　講演会

▼日時／６月１日松午後２時 ▼場所／西

尾商工会議所大ホール（２階／寄住町）

▼定員／ ２ ０ ０ 人 ▼内容／「 ８ ０ ０ 年前の西

尾は吉良ノ荘だった」と題した斎藤俊幸

氏による講演会と、西尾の詩人である茨

木のり子の詩の鑑賞

▲

問合先／西尾・岩

村友好の会　斎藤（緯５９・７０９６／寺津町）

催し

西尾市民吹奏楽団　　　　　　
チャリティーコンサート２０１３

▼日時／５月２６日掌午後１時３０分開場、

２時開演 ▼場所／文化会館大ホール ▼テ

ーマ／アニメ特集 ▼指揮／寺島康朗氏 ▼

入場料／小学生以上 ５ ０ ０ 円 ▼チケット販

売所／中善楽器、ジャックス（文化会館

内）ほか

▲

問合先／西尾市民吹奏楽団　

大竹（緯 ０ ９ ０ ・８４７０・５６２０／吉良町）

催し

すくすく児童クラブ　　　　　
会員募集説明会

　学校の夏休み限定で児童クラブを公共

施設で実施する予定です。会員制で行う

ため説明会を開催します。 ▼対象／市内

在住の小学生の保護者 ▼日時／６月１日

松午前１０時 ▼場所／総合福祉センター第

４・５集会室 ▼定員／６０人 ▼申込・問合

先／５月３１日晶までに電話またはＥメー

ルで、子育てボランティアすくすくウォ

ーカーズ　半田（緯 ０ ９ ０ ・７６８７・０９４９／

死mai22hiro28@gm a i l . c o m ／新村町）へ。

募集

第３回秘奥富士山展　　　　　
同時開催ミニ着物展

　古希の節目として石原洋輔による秘奥

富士山展と石原和子によるミニ着物展を

開催します。 ▼日時／６月１８日昇正午～

２３日掌午後４時 ▼場所／安城市民ギャラ

リー（安城市安城町／同市歴史博物館内）

▼問合先／石原（緯７３・４９２３／一色町）

催し

市民映画製作実行委員募集

　市制６０周年を記念して市民による映画

を製作します。その実行委員を募集しま

す。 ▼対象／市内在住または在勤の１６歳

以上の方 ▼期間／７月～２７年３月 ▼定員

／１５人程度（応募多数の場合は書類選考）

▼申込期間／６月４日昇～１６日掌 ▼申込

・問合先／応募用紙に必要事項を記入の

上、郵送またはファクス、Ｅメールで西

尾映画製作準備委員会　やらまいか人ま

ちサポート　鈴木（〒 ４ ４ ５ －０８３７鶴ケ崎

町６－２／胃５３・０２３０／死s a p o s e n @ ka

tch.ne. j p ／アクティにしお内）へ。 ▼そ

の他／６月１日松午後２時からアクティ

にしおで説明会を開催します。詳細は、

にしおアートねっと（ h t t p : //k a m e z o . c

c /b l og/2411/ ）をご覧ください。

募集

三河歯科衛生専門学校市民公開講座

▲

日時／６月９日掌午前１０時

▲

場所／愛

知産業大学短期大学通信教育部（岡崎市

岡町）

▲

演題／ステキなエージング－あ

なたも若々しく－

▲

講師／椙山女学園大

学教授　石井英子氏

▲

問合先／三河歯科

衛生専門学校（緯０５６４・４８・６６８０／岡崎

市岡町）

講座

教育講演会「７か国語で話そう」

　多言語の自然習得について分かりやす

くお話しします。

▲

日時／①５月２９日昌

午前１０時～正午　②６月４日昇午前１０時

～正午　③６月８日松午後２時～４時

▲

場所／①文化会館　②③ホワイトウェイ

ブ２１

▲

その他／託児があります（要予約）。▲

問合先／ヒッポファミリークラブ（緯

０１２０・ ５ ５ ７ ・ ７ ６ １ ／名古屋市中村区）

催し

へきなんたんトピアの催し

◎家族でガーデニング体験

▲

日時／６月

２日掌午前１０時３０分～正午、午後１時３０

分～３時

▲

場所／ヒーリングガーデング

リーンセンター

▲

内容／寄せ植えをつく

ります。体験花壇で家族でガーデニング

を楽しみます。

▲

定員／各４０人（先着順）▲

申込・問合先／５月３１日晶までに電話

でグリーンセンター事務室（緯０５６６・４８

・７２３６／碧南市港南町）へ。

催し

健康によいスポーツ吹矢体験

▲

日時／６月１４日晶午前９時３０分

▲

場所

／一色町味浜ふれあい会館

▲

定員／１５人

程度（先着順）

▲

申込・問合先／６月１０

日捷までに藤井（緯 ０ ９ ０ ・７８６０・８２８５／

一色町）へ。

▲

その他／道具は無料で貸

し出します。

講座

スポーツ吹矢を一緒に楽しもう概

▲

期日／５月３０日昭、６月２０日昭

▲

時間

／午前９時３０分

▲

場所／中央体育館

▲

定

員／３０人程度（先着順）

▲

申込・問合先

／５月２７日捷までに鈴木（緯 ０ ９ ０ ・８１８４

・７８２４／碧南市石橋町）へ。

▲

その他／

道具は無料で貸し出します。

講座



　４月１日号でもお伝えしたとおり、広報広聴担当は４月から秘書課

に移管されました。そのため、広報広聴担当にご用の方が、市役所３

階のエレベーターを降りてすぐにある秘書課（秘書担当）の前で迷って

しまうことがあるようです。申し訳ありません。「キッズアルバム」の

抽選に当選された方など広報広聴担当にご用の方は、３階の北側まで

進んでいただき、番号「４－２」を目印に秘書課（広報広聴）までお越し

くださるよう、よろしくお願いします。（み）

（米津町）
平成２３年５月生まれ

杉田  宗介 くん
そうすけ

いつも元気いっぱいの
宗介、かわいい笑顔で
みんなを幸せにしてね。

（田貫一丁目）
平成２２年１２月生まれ

熊谷  咲  南 ちゃん
さ な

元気いっぱい笑顔のか
わいい咲南！いろんな
事にチャレンジしてね。

（一色町）
平成２３年５月生まれ

都築  龍  世 くん
りゅう せい

ねえねが大好き☆いつ
もにこにこ笑顔を大切
に優しい子に育ってね。

（小焼野町）
平成２２年１１月生まれ

鈴木  真  央 ちゃん
ま お

真央のおかげで家の中
がにぎやかになったよ
♪ありがとね竃

（一色町）
平成２３年５月生まれ

田中 みなみちゃん

いつも家族を笑顔にし
てくれてありがとう♪
みなみが大好きだよ竃

（国森町）
平成２２年１１月生まれ

井口  琉  衣 くん
る い

元気１ ０ ０ 倍！
笑顔も１ ０ ０ 倍！みんな
琉衣が大好きだよ竃

（家武町）
平成２２年１１月生まれ

冨田  暖  琉 ちゃん
あた る

もうすぐお姉ちゃんだ
ね。元気いっぱい優し
い女の子に育ってね☆

（吉良町）
平成２３年１０月生まれ

工藤  壮  流 くん
たけ る

４人目で待望の男の子
 ! !　よく食べ、わんぱ
くたっ君、大好き竃
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●内科・小児科

　受付時間　午前８時４５分～１１時３０分

　　　　　　午後１時～４時３０分

　診療時間　午前９時～正午

　　　　　　午後１時～５時

●歯科

　受付時間　午前８時４５分～１１時３０分

　診療時間　午前９時～正午

西尾市休日診療所　緯５５・０８００
熊味町小松島１２（西尾市保健センター西隣）

●休日・時間外の相談

▼救急医療情報センター（緯５４・１１３３）…２４時間対応で受診

可能な医療機関を紹介します。

▼小児救急電話相談（緯♯８０００、緯０５２・９６２・９９００）…夜間

（午後７時～１１時）に子どもの急病について相談に応じます。

◆持ち物　健康保険証、医療費受給者証、診療費など

６
診療時間：午前９時～正午、午後１時～5時在宅当番医

２２日日掌掌 （リハビリ・脳外・内・整）　江原町西柄　緯５２・９００１

あいちリハビリテーション病院

２２３３日日掌掌
（眼）　西幡豆町西見影　緯６２・２３４０

黒 部 眼 科

１１６６日日掌掌 （内・外・小・婦）　一色町松木島　緯７２・２０１０

深見クリニック

９９日日掌掌 （産・婦・小・内）　横手町北屋敷　緯５４・１１８８

稲垣レディスクリニック

３３００日日掌掌
（整）　寄住町洲田　緯５４・３１１５

なかざわ記念クリニック

獅獅獅獅

獅獅獅獅


